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事 業 報 告 第19 回  通 常 総 代 会

　第 19 回通常総代会を 6 月 24 日、米原市民交流プラザ・ルッチプラザで開き、
総代定数 500人に対し452 人（本人出席188人、書面出席 264人）が出席。議
長に選任された堀川弥次郎氏（米原地区）によって議事運営が行われました。
　本総会では、平成 28 年度の事業報告と平成 29 年度事業計画関係項目など
7 議案を上程し、審議の結果すべて可決・承認されました。
　審議終了後、代表理事理事長常喜兼雄が「国際通商交渉および農業振興に関
する決議」を行い、拍手を以て一同賛同されました。

農
業
と
地
域
社
会
に

根
ざ
し
た
組
織
に
向
け
て
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事 業 報 告 第19 回  通 常 総 代 会

　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農
業

従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化
等
の
影
響

や
離
農
に
よ
り
、
担
い
手
農
家
へ
の

集
約
が
進
ん
で
い
る
中
、
米
政
策
の

見
直
し
に
よ
り
、
30
年
産
以
降
行
政

に
よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配
分
の
廃

止
が
さ
れ
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

今
後
も
農
業
再
生
協
議
会
と一体
と

な
っ
て
需
給
調
整
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
自
己
改
革
の一
環

と
し
て
、
従
来
の
米
穀
委
託
販
売
方

式
か
ら
販
売
先
と
の
収
穫
前
契
約
や

複
数
年
契
約
を
提
携
し
、
確
実
な
販

売
先
確
保
に
よ
る
買
取
販
売
方
式
に

よ
り
農
業
者
の
所
得
増
大
に
取
組
み

ま
す
。
ま
た
、
次
世
代
を
担
う
若
手

農
業
者
の
経
営
発
展
に
向
け
た
、
情

報
交
換
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

た
め
青
年
部
組
織
の
発
足
を
行
い
ま

す
。
く
ら
し
の
活
動
面
に
つ
い
て
は
、

「
支
店
協
同
活
動
」の
継
続
は
も
と

よ
り
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た「
多

目
的
施
設
み
の
り
ハ
ウ
ス
」を
中
心

に
、
地
域
の
方
と
の「
絆
」を
今
以
上

に
深
め
、
組
合
員
皆
様
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
組
織
の
構
築

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
経
営
面

に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
度
決

算
の
当
期
剰
余
金
２
億
８
千
万
円
を

計
上
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
自

己
資
本
比
率
2
4.
8
5
％
と
健
全

経
営
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
来
年
度
に
は
、
合
併
20
周
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
、
組
合
員
の

皆
様
に
は
、
更
な
る
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

第
19
回通

常
総
代
会議

案

第
1
号
議
案

平
成
28
年
度
事
業
報
告
、

剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
2
号
議
案

第
6
次
地
域
農
業
振
興
計
画
の

設
定
に
つ
い
て

第
3
号
議
案

平
成
29
年
度
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

第
4
号
議
案

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
う

農
業
経
営
事
業
に
関
す
る
同
意
に
つ
い
て

第
5
号
議
案

平
成
29
年
度
経
営
管
理
委
員
の

報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
6
号
議
案

平
成
29
年
度
理
事
の
報
酬
額
の

決
定
に
つ
い
て

第
7
号
議
案

平
成
29
年
度
監
事
の
報
酬
額
の

決
定
に
つ
い
て

付
帯
議
案

経
営
管
理
委
員
会
会
長　中

川 

清
之

2 A u g u s t  2 0 1 7



平 成 2 8 年 度  事 業 報 告平 成 2 9 年 度  事 業 計 画

貸借対照表
第19年度（平成29年3月31日現在）	 (単位：千円)

資    産 負  債  及　び  純  資  産　
科　　  目 金　　額 科　　  目 金　　額

１. 信用事業資産 	140,427,043	１. 信用事業負債 	135,686,803	
２. 共済事業資産 	29,759	２. 共済事業負債 	556,660	
３. 経済事業資産 	703,052	３. 経済事業負債 	189,392	
４. 雑資産 	96,693	４. 雑負債 	162,144	
５. 固定資産 	2,276,541	５. 諸引当金 	732,409	
６. 外部出資 	5,267,196	 負　債　合　計 	137,327,408	
７. 繰延税金資産 	112,565	１. 組合員資本 	11,333,378	

２. 評価・換算差額等 	252,064	
純　資　産　合　計 	11,585,442	

資　産　合　計 	148,912,851	 負債及び純資産合計 	148,912,851	

剰余金処分計算書
（第19年度）	 (単位:円)

項　　　　　　目 金　　　額
１　当期未処分剰余金 483,298,513
２　剰余金処分額 280,589,961
　　(1)	利益準備金 70,000,000
　　(2)	任意積立金 170,000,000
　　　（うち固定資産減損積立金） (20,000,000)
　　　（うち経営安定化積立金）　 (100,000,000)
　　　（うち特別積立金）　 (50,000,000)
　　(3)	出資配当金 40,589,961
３　次期繰越剰余金 202,708,552
（注記）
１．出資配当金は、年 2.50％の割合です
２．特別積立金には、農産物の買取販売にかかるリスクに
　　備えるための積立金が含まれています。	
３．次期繰越剰余金には、営農・生活・文化改善の事業の
　　費用に充てるための教育情報繰越金		20,000,000 円
　　が含まれています。

科　　　目 金　　　額
１．事業総利益 1,878,573	
(1) 信用事業収益 1,334,458
(2) 信用事業費用 309,840
 信用事業総利益 1,024,617	
(3) 共済事業収益 661,826
(4) 共済事業費用 54,285
 共済事業総利益 	607,541	
(5) 購買事業収益 1,102,075
(6) 購買事業費用 984,651
 購買事業総利益 	117,423	
(7) 販売事業収益 106,684
(8) 販売事業費用 36,672
 販売事業総利益 	70,011	
(9) 保管事業収益 24,932
(10) 保管事業費用 20,365
 保管事業総利益 	4,566	
(11) 加工事業収益 1,779
(12) 加工事業費用 2,901
 加工事業総利益 	△ 1,121	
(13) 利用事業収益 213,530
(14) 利用事業費用 151,455

科　　　目 金　　　額
 利用事業総利益 	62,074	
(15) その他事業収益 54,280
(16) その他事業費用 37,136
 その他事業総利益 	17,143	
(17) 指導事業収入 7,585
(18) 指導事業支出 31,269
 指導事業収支差額 	△ 23,684	
２．事業管理費 1,609,633	
事業利益 	268,940	
３．事業外収益 	132,659	
４．事業外費用 	4,174	
経常利益 	397,425	
５．特別利益 	1,637	
６．特別損失 	6,469	
税引前当期利益 	392,594	
　法人税、住民税及び事業税 	104,702	
　法人税等調整額 	3,606	
法人税等合計 	108,308	
当期剰余金 	284,285	
当期首繰越剰余金 	199,012	
当期未処分剰余金 	483,298	

損益計算書
第19年度　自　平成28年4月1日〜至　平成29年3月31日	 (単位：千円)

事業の成果
	 （単位：百万円）

項　　目 28 年度
事業総利益 1,878 
事 業 利 益 268 
経 常 利 益 397 
当期剰余金 284 
総 資 産 148,912 
純 資 産 11,585 
自己資本比率 24.85％

信用事業
1,024 百万円
53.9%

共済事業
607百万円
31.9%

購買事業
117百万円
6.2%

販売事業
70百万円
3.7%

利用事業
62百万円
3.3%

保管事業
4百万円
0.2%

その他事業
17百万円
0.9%

28年度
事業総利益合計
1,878百万円
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平 成 2 8 年 度  事 業 報 告平 成 2 9 年 度  事 業 計 画

信用事業計画 （単位：百万円）
種　　　　類 前年度実績 本年度計画

貯 　 　 　 金 135,461 136,775
貸 　 出 　 金 18,714 19,149
預 　 　 　 金 107,121 105,438
有 価 証 券 14,138 15,571

国 　 　 債 1,388 2,302
そ の 他 12,749 13,269

長期共済保有高計画 （単位：百万円）
種　　　類 前年度実績 本年度計画

生
命
総
合
共
済

終 身 共 済 101,125 101,342
定 期 生 命 共 済 525 533
養 老 生 命 共 済 47,678 43,435
こ ど も 共 済 11,135 11,056

医 療 共 済 1,415 1,446
が ん 共 済 82 52
定 期 医 療 共 済 255 257
介 護 共 済 586 618
年 金 共 済 35 34

建 物 更 生 共 済 203,735 199,348
長 期 共 済 保 有 高 計 355,439 347,070

（注）１．金額は保障金額（年金共済は年金年額、がん共済はがん死亡共済金額、定期医療共済は
死亡給付金額、医療共済については死亡給付金額を含む。）です。

２．こども共済は養老生命共済の内書きとして表示しています。
３．計の金額には年金共済の年金年額を除き、年金共済に付加された定期特約金額を含ん
でいます。

４	．平成５年度以前に契約された養老生命、こども、長期定期生命、終身、年金の各共済契約
については、生命総合共済に合算して計上しています。

短期共済新契約高計画 （単位：千円）

種　　　類
前年度実績 本年度計画
掛　　金 掛　　金

火 災 共 済 19,071 17,411
自 動 車 共 済 518,074 545,133
傷 害 共 済 15,961 18,090
定額定期生命共済 88 158
賠 償 責 任 共 済 649 545
自 賠 責 共 済 146,128 114,531

計 699,973 695,868

生活指導収支計画 （単位：千円）
科　　　目 前年度実績 本年度計画

収
入

生 活 実 費 収 入 2,094 2,300
生活指導雑収入 544 300
小 　 　 計 2,638 2,600

支
出

生活文化改善指導費 2,297 2,600
教 育 情 報 費 4,558 5,700
生活組織指導費 269 300
生 活 指 導 雑 費 1,598 1,700
小 　 　 計 8,724 10,300

　　 収　 支　 差　 額　　 △ 6,085 △ 7,700

営農指導収支計画 （単位：千円）

科　　　　目 前年度実績 本年度計画

収
　
　
入

指 導 事 業 補 助 金 383 500

営 農 指 導 雑 収 入 4,563 3,000

小 　 　 計 4,946 3,500

支
　
　
出

営 農 指 導 改 善 費 12,422 20,000

営 農 組 織 指 導 費 621 1,200

営 農 指 導 雑 費 9,501 12,500

小 　 　 計 22,544 33,700

収 支 差 額 △ 17,598 △ 30,200

育苗センター品種別取扱計画 （単位：箱）
品　種 伊　吹 米原・近江 長浜・神照 合　計

コシヒカリ 53,000 22,000 57,000 132,000
日 本 晴 1,400 4,600 5,500 11,500
みずかがみ 900 1,700 1,200 3,800
羽二重もち 1,300 500 1,000 2,800
秋 の 詩 1,900 1,900
そ の 他 2,000 2,000
合　　 計 56,600 30,700 66,700 154,000

カントリーエレベーター荷受計画 （単位：ｔ）
品　種 伊　吹 近　江 長　浜 神　照 合　　計

コシヒカリ 850 350 900 650 2,750
日 本 晴 180 230 150 560
秋 の 詩 130 130
そ の 他 30 50 80 160
合　　 計 850 690 1,180 880 3,600

販売品販売計画 （単位：千円）
種　　　類 前年度実績 本年度計画
米 953,110 1,150,000

麦・ 雑 穀 豆 類 114,313 110,000
野 　 　 　 　 　 菜 47,828 47,000
果 　 　 　 　 　 実 24,805 25,000
花　　 き　　 類 7,100 7,700
畜　　 産　　 物 32,504 33,000
合 　 　 　 　 　 計 1,179,662 1,372,700

購買品供給計画 （単位：千円）
種　　　類 前年度実績 本年度計画

生	

産	

資	

材

肥 料 252,434 250,000
飼 料 18,977 16,000
農 薬 152,913 160,000
そ の 他 生 産 資 材 148,683 140,000
〔 小　　 計 〕 573,008 566,000

生
　
活
　
物
　
資

食
品

米 17,554 17,000
一 般 食 品 53,639 63,000

耐 久 消 費 財 50,937 65,000
日 用 保 健 雑 貨 40,519 46,000
家 庭 燃 料 357,329 380,000
　　（うちプロパン） (		236,354) 180,000
〔 小　　 計 〕 519,980 571,000

合    計 1,092,989 1,137,000
※単位未満を切り捨て処理しているため合計額が一致しない場合があります。
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意 見 要 望と J A 回 答意 見 要 望と J A 回 答

質
問

　
米
の
販
売
先
の
シ
ェ
ア
と
、
今
後
の
販
売
戦

略
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
、
備
蓄
米
や
飼
料
米
の
内
訳
と
J
A
独

自
で
販
売
し
た
割
合
を
お
聞
き
し
ま
す
。

▼	

回
答

　
販
売
は
ほ
と
ん
ど
が
卸
業
者
と
の
契
約
で
、

概
ね
8
割
が
関
西
圏
、
中
京
と
関
東
圏
が
2

割
で
す
。
J
A
独
自
の
販
売
は
、
子
会
社
の

㈱
び
わ
こ
ラ
イ
ス
が
年
間
４
千
俵
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
加
工
用
米
や
備
蓄
米
の
割
合
は
、

J
A
出
荷
米
14
万
袋
程
に
対
し
て
20
％
程
度

が
生
産
調
整
の
一
環
と
し
て
あ
り
ま
す
。

質
問

　
近
隣
Ｊ
Ａ
の
不
祥
事
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の

か
監
査
体
制
等
、
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
J
A
レ
ー
ク
伊
吹
の
決
意

を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
職
員
に
よ
る
多
額
の
使
い
込
み
が
ギ
ャ
ン

ブ
ル
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
特
に
金
融
機
関

の
担
当
者
は
人
事
異
動
で
防
止
策
を
適
切
に

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
マ
ン
ネ

リ
化
、
多
年
の
勤
務
は
不
正
が
発
生
す
る
土

壌
に
な
る
の
で
人
事
を
一
新
す
る
こ
と
、
革

新
的
な
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
行
っ
て
行
か
な
い

と
良
く
な
ら
な
い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
日
々
状
況
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
る
の
で

絶
え
間
ざ
る
努
力
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

▼ 
回
答

　
毎
月
、部
署
別
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
、

年
1
回
の
役
職
員
全
員
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研

修
、
全
支
店
の
業
務
全
般
を
監
事
監
査
、
内

部
監
査
の
原
則
無
通
告
監
査
で
検
証
し
、日
々

延
滞
案
件
の
検
証
も
実
施
し
て
内
部
牽
制
に

努
め
不
祥
事
の
未
然
防
止
策
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
方
に
は
大
変
ご
心
配
か
け
て
い
ま

す
が
ご
安
心
い
た
だ
い
て
、
今
後
と
も
J
A

を
ご
利
用・ご
活
用
く
だ
さ
い
。

質
問

　
今
後
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
、
農
業
者
の

減
少
、
農
業
法
人
化
の
進
行
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
に
よ
る
耕
作
の
減
少
、
耕
作
放
棄

地
が
進
み
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
る
中
で
、
大

規
模
農
家
だ
け
で
は
地
域
全
体
の
農
業
は
成

立
し
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
J
A
が

地
域
農
業
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
生
産
、
営

農
活
動
に
参
入
す
る
予
定
を
お
聞
き
し
ま
す
。

▼	

回
答

　
地
域
農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
は

現
状
で
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。
J
A

が
農
業
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
確
立
す
る
こ
と

は
主
眼
で
あ
り
随
時
検
討
い
た
し
ま
す
。
今

年
度
は
第
6
次
地
域
農
業
振
興
計
画
を
策
定

し
取
組
み
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。質

問

　
農
業
者
の
減
少
が
進
む
原
因
に
は
、
生
産

者
米
価
が
低
い
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

米
の
消
費
の
減
少
も
起
因
し
て
い
ま
す
が
、

米
パ
ン
粉
等
の
用
途
の
拡
大
を
図
っ
て
生
産

者
米
価
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
と
思
わ
れ
ま

す
。
現
在
の
備
蓄
米
や
飼
料
米
だ
け
で
は
不

十
分
だ
と
思
う
で
、
現
実
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

▼	

回
答

　
消
費
拡
大
方
策
と
し
て
米
パ
ン
粉
の
販
売

を
ご
紹
介
い
た
だ
い
き
ま
し
た
が
、
今
の
と

こ
ろ
取
り
組
ん
で
お
り
ま
せ
ん
が
今
後
い
ろ

い
ろ
と
検
討
し
ま
す
。

質
問

　
集
落
営
農
が
で
き
な
く
て
機
械
が
故
障
し

た
時
、
機
械
は
高
く
米
価
は
安
い
の
で
買
い

換
え
が
で
き
ま
せ
ん
。
買
い
換
え
が
出
来
な

い
と
い
う
こ
と
は
農
業
が
で
き
な
い
状
況
に

追
い
つ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
応
策
と

し
て
リ
ー
ス
事
業
料
金
も
３
万
と
い
う
価
格

で
す
。
一
日
3
万
円
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
今

後
の
リ
ー
ス
事
業
の
展
望
も
含
め
て
、
誰
で

も
農
業
が
で
き
る
状
況
を
農
協
が
進
め
て
い

た
だ
か
な
い
と
、
個
々
の
農
家
で
は
無
理
な

状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

▼	

回
答

　
レ
ン
タ
ル
事
業
は
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

購
入
費
、
減
価
償
却
費
等
を
考
え
る
と
大
変

高
価
な
利
用
料
金
に
な
り
、
事
業
と
し
て
な

り
成
り
立
っ
て
い
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
た
め
農
業
機
械
化
銀
行
が
当
J
A
に

は
あ
り
、
農
業
の
基
幹
的
な
作
業
を
そ
れ
ぞ

れ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
利
用
料
は
、
田
植
え

は
未
整
備
田
で
１
反
あ
た
り
１
万
４
千
４
百

円
。
こ
ち
ら
の
方
が
一
番
ベ
ス
ト
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
こ
の
よ
う
な
形
で
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

意
見
要
望
と
J
A
回
答

組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
質
問
や
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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意 見 要 望と J A 回 答意 見 要 望と J A 回 答

質
問

　
愛
知
県
豊
田
市
は
、
市
が
出
資
を
し
て
レ

ン
タ
ル
事
業
を
始
め
、
小
規
模
農
家
が
農
業

を
で
き
る
よ
う
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
と
も
考
え
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼ 

回
答

　
こ
れ
か
ら
生
産
振
興
を
図
っ
て
い
く
加
工

用
野
菜
の
玉
ね
ぎ
に
関
し
て
は
、
29
年
度
に

Ｊ
Ａ
関
係
資
金
を
用
い
て
、
新
規
に
機
械
を

導
入
す
る
の
で
、
農
家
の
皆
様
に
安
く
レ
ン

タ
ル
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

質
問

　
国
は
生
産
数
量
目
標
の
配
分
を
廃
止
し
ま

す
。
新
潟
は
地
域
限
定
で
す
が
個
別
所
得
補

償
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
国
の
政
策
と
し
て

見
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
旧
長
浜
市
の
農
業
者
は
5
5
0

人
で
60
歳
以
下
は
1
3
8
人
。
米
原
市
は

農
業
者
9
0
9
人
で
60
歳
以
下
は
1
7
1

人
。
あ
と
10
年
、
15
年
経
て
ば
み
ん
な
リ
タ

イ
ヤ
し
ま
す
。
後
継
者
は
米
原
市
専
業
農
家

1
9
1
軒
の
内
男
子
の
生
産
人
口
は
36
軒
、

女
子
の
生
産
人
口
は
34
軒
で
合
計
70
軒
。
長

浜
市
認
定
農
業
者
89
戸
の
内
、
後
継
者
の
目

途
が
つ
い
て
い
る
の
は
42
人
。
自
治
体
も
巻

き
込
ん
で
、
高
齢
者
、
後
継
者
対
策
は
真
剣

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

▼	

回
答

　
30
年
産
問
題
で
は
農
家
が
自
由
な
作
付
け
を

行
う
と
米
価
の
暴
落
に
繋
が
り
か
ね
な
い
と
考

え
て
い
る
の
で
地
域
農
業
再
生
協
議
会
と
一
体

と
な
り
価
格
安
定
化
に
努
め
ま
す
が
現
在
の
米

政
策
で
は
個
別
所
得
補
償
の
復
活
は
極
め
て
難

し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
最
終
的
に
は
、
国
及

び
行
政
機
関
に
対
し
て
、
食
料
と
し
て
の
し
っ
か

り
と
し
た
位
置
づ
け
、
諸
外
国
同
様
の
所
得
補

償
制
度
導
入
に
つ
い
て
の
要
請
活
動
は
非
常
に

重
要
に
な
る
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
を
あ
げ
て
運
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　
小
規
模
農
家
の
営
農
活
動
は
、
地
域
の
景
観

や
多
面
的
機
能
を
保
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
こ

の
ま
ま
政
府
の
政
策
通
り
大
規
模
化
を
推
進
す

る
と
、
集
落
機
能
の
崩
壊
に
繋
が
り
か
ね
な
い

と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
在
の
販
売
価
格
で
は
、
小
規
模
農
家
の
後
継

者
、
新
規
就
農
者
が
営
農
活
動
を
継
続
す
る
に

は
非
常
に
困
難
な
状
況
で
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、

農
業
融
資
や
制
度
資
金
の
活
用
、
行
政
と
の
連

携
に
よ
り
集
落
ご
と
の
地
域
農
業
の
将
来
を
話

し
合
っ
て
も
ら
う
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。質

問

　
農
協
の
信
用
、
共
済
の
分
離
で
政
府
の
規

制
改
革
会
議
は
3
年
以
内
に
50
％
分
離
し
ろ

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
当
農
協
は
信
用
、
共

済
を
分
離
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
が
で
る

の
か
見
通
し
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼	

回
答

　
Ｊ
Ａ
の
金
融
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
低

金
利
、
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
大
変
厳
し
い

状
況
で
す
。
そ
の
中
で
当
Ｊ
Ａ
は
、
総
合
事

業
を
継
続
し
た
場
合
と
代
理
店
化
し
た
場
合

の
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
今
後
検
討
し
て

い
く
予
定
で
す
。
近
々
信
連
、
農
林
中
金
か

ら
代
理
店
手
数
料
の
大
よ
そ
の
提
示
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
代
理
店
化
に
よ
る
手
数
料

収
入
の
場
合
は
、
信
用
事
業
の
収
支
が
悪
化

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
資
金
力
の
低
下
に
も

つ
な
が
る
の
で
、
結
果
と
し
て
従
来
の
組
合

員
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
懸
念
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
メ
リ
ッ
ト
よ
り
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大

き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
段
階
の
方
向
性

と
し
て
は
、
代
理
店
化
せ
ず
こ
の
ま
ま
総
合

事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
の
で
今
後
と
も
皆
様
方
に
は
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

質
問

　

米
の
一
括
買
取
で
農
家
に
払
わ
れ
ま
す

が
、
信
用
、
共
済
分
離
に
な
れ
ば
、
資
金
は

何
処
か
ら
で
て
く
る
の
で
す
か
。

▼	
回
答

　
29
年
産
か
ら
買
取
販
売
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
資
金
は
農
協
の
自
己
資
金
で
す
。
も
し

信
用
事
業
の
分
離
と
な
れ
ば
、
そ
の
自
己
資

金
を
経
済
事
業
で
捻
出
し
て
こ
な
く
て
は
な

ら
い
の
で
、
信
用
事
業
の
分
離
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

質
問

　
転
作
で
大
豆
を
や
っ
て
い
る
が
、
大
規
模

で
は
な
く
宅
地
周
辺
の
未
整
備
田
で
や
っ
て

お
り
、
大
豆
を
収
穫
す
る
の
に
脱
粒
機
が
以

前
農
協
に
あ
っ
た
よ
う
に
聞
い
て
い
る
が
、

現
在
は
な
い
と
の
こ
と
。
是
非
と
も
昔
の
よ

う
に
小
型
の
脱
粒
機
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
選
別
機
は
借
り
て
い
る
が
、
選
別

機
も
古
く
な
っ
て
き
た
ら
終
わ
り
と
い
う
こ

と
で
な
く
、
続
け
て
い
た
た
だ
け
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▼	

回
答

　

当
J
A
は
機
械
化
銀
行
で
麦
、
大
豆
の

収
穫
作
業
も
受
け
て
い
ま
す
が
、
未
整
備
田

は
大
き
な
機
械
が
入
れ
な
い
状
況
で
す
。
以

前
は
大
型
の
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
を
3
台
所
有

し
て
い
ま
し
た
が
相
当
古
く
な
っ
て
お
り
修

繕
費
に
毎
年
１
台
に
つ
き
50
万
程
掛
っ
て
い
た

状
況
で
現
在
は
所
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
今

後
小
型
の
脱
粒
機
の
購
入
と
な
る
と
使
用
範

囲
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
場
で
の
即
答

は
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
何
卒
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
選
別
機
は
各
施
設
等
に
設
置
し
て

お
り
、
年
数
が
経
っ
て
古
く
な
っ
て
い
る
の
で

徐
々
に
更
新
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
紙
面
の
都
合
に
よ
り
編
集
し
て
い
ま
す
）
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第６次  地 域 農 業 振 興 計 画 第６次  地 域 農 業 振 興 計 画

　

第
6
次
地
域
農
業
振
興
計
画
に

お
い
て
は
、
平
成
28
年
度
に
策
定
い

た
し
ま
し
た
第
6
次
中
期
経
営
計

画
と
連
動
し
た
取
組
と
し
て
、「
農

家
組
合
員
の
所
得
増
大
」「
農
業
生

産
の
拡
大
」「
営
農
経
済
部
門
の
体

制
強
化
」を
重
点
実
施
項
目
と
し
て

位
置
づ
け
、
販
売
力
強
化
、
コ
ス

ト
削
減
、
生
産
現
場
と
Ｊ
Ａ
の
結

び
付
き
強
化
の
観
点
か
ら
、
創
意

工
夫
に
よ
り
自
己
改
革
の
具
体
化

と
行
程
を
計
画
し
、
以
下
の
基
本

計
画
を
設
定
し
着
実
に
実
践
い
た

し
ま
す
。

農家組合員の
所得増大

農業生産の
拡大

営農経済部門の
体制強化

需
要
に
応
じ
た

農
産
物
づ
く
り
と

水
田
フ
ル
活
用
の
推
進

生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
低
減
の
取
組
強
化

需
要
の
あ
る

園
芸
作
物
の
生
産
振
興

担
い
手
の
明
確
化
と

持
続
的
な
地
域
農
業
の
確
立

多
様
な
農
業
者
へ
の

営
農
相
談
機
能
の
充
実

営
農・経
済
部
門
の

人
材
育
成
の
強
化

●
需
要
動
向
に
即
し
た
米
の
計
画
生
産
と
多
様
な
契
約
に
よ
る
販
売
促
進

●
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
産
米
の
生
産
販
売
マ
ッ
チ
ン
グ
強
化

●
プ
レ
ミ
ア
ム
88
を
中
心
と
し
た
米
の
品
質
向
上
の
取
組
強
化

●
本
作
と
し
て
の
麦・大
豆
、新
規
需
要
米
に
よ
る
水
田
フ
ル
活
用
の
推
進

●
低
コ
ス
ト
生
産
資
材
の
普
及
拡
大

●
担
い
手
経
営
体
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
個
別
事
業
対
応
の
強
化

●
水
田
を
中
心
と
し
た
重
点
品
目
と
加
工・業
務
用
野
菜
の
生
産
振
興

●
野
菜
用
レ
ン
タ
ル
農
機
の
拡
充
に
よ
る
生
産
振
興

●
野
菜
集
出
荷
施
設
の
整
備

●
学
校
給
食
へ
の
地
場
野
菜
の
安
定
供
給

●
多
様
な
農
業
者
に
よ
る
花
卉
の
生
産
振
興

●
平
核
無
柿
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
化
に
よ
る
産
地
の
再
生
と
活
性
化

●
行
政
と
の
連
携
に
よ
る「
人・農
地
プ
ラ
ン
」の
作
成
と
担
い
手
の
明
確
化

●
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積

●
集
落
営
農
組
織
の
組
織
機
能
強
化
と
法
人
化
の
推
進

●
担
い
手
不
在
地
域
等
へ
の
新
た
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
確
立

●
営
農
相
談
活
動
の
充
実
と
営
農
情
報
の
発
信・強
化

●
農
業
経
営
管
理
支
援
事
業
の
取
組
強
化

●
農
業
者
の
た
め
の
労
災
保
険
の
普
及・啓
発

●
若
手
農
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
充
実

●
経
営
規
模
に
応
じ
た
出
向
く
営
農
経
済
渉
外
活
動
の
取
組
強
化

●
部
門
間
連
携
の
強
化
に
よ
る
総
合
力
の
発
揮

●
営
農
担
当
者・Ｔ
Ａ
Ｃ
並
び
に
営
農
経
済
渉
外
員
の
人
材
育
成
の
強
化

基
本
方
針

重
点
実
施
項
目

基
本
計
画

具
体
的
な
取
組
内
容

ⅠⅡⅢⅣⅤⅥ

第
６
次 

地
域
農
業
振
興
計
画 

平
成
29
年
～
平
成
31
年
度

地域農業
の再生と豊かな地域づくり

第6次
地域農業振興計画
平成29年～平成31年

度

〒521-0062 滋賀県
米原市宇賀野280-

1

TEL.0749-52-6520

〒526-0828 滋賀県
長浜市加田町3143作成部署：経済部（経済

センター）

TEL.0749-63-2101

琵琶湖と伊吹山に囲
まれたJAレーク伊吹

は

人と自然と街を愛で
優しく包みます

http://www.ja-lak
eibuki.or.jp/

JAレーク伊吹

JAレーク伊吹
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第６次  地 域 農 業 振 興 計 画 第６次  地 域 農 業 振 興 計 画

Ⅰ
．需
要
に
応
じ
た
農
産
物
づ
く
り
と
水
田
フ
ル
活
用
の
推
進

主
食
用
米
の
需
要
が
年
々
減
少
す
る
中
で
、
平

成
30
年
産
以
降
の
米
政
策
の
見
直
し
に
よ
り
、
実

需
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
産
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
い
、確
実
に
集
荷・販
売
を
行
う
販
売
方
式（
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
）
へ
の
転
換
を
図
り
、
販
売
先
と
の
事

前
契
約
や
複
数
年
契
約
を
基
に
、
生
産
者
と
の
播

種
前
契
約
や
買
取
販
売
方
式
を
実
践
し
、
生
産
者

の
皆
様
が
安
心
し
て
営
農
を
継
続
で
き
る
環
境
づ

く
り
と
、
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
を
実
践
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
需
要
に
応
じ
た
麦
・
大
豆
、
水
田
活
用

米
穀
等
の
生
産
誘
導
を

行
い
、
さ
ら
な
る
本
作

化
を
実
践
す
る
た
め
、

作
付
提
案
に
よ
る
播
種

前
契
約
に
よ
り
、
水
田

フ
ル
活
用
を
推
進
い
た

し
ま
す
。

Ⅳ
．担
い
手
の
明
確
化
と
持
続
的
な
地
域
農
業
の
確
立

地
域
農
業
は
、
販
売
農
家
の
減
少
や
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
に
よ
り
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す

る
中
で
、
地
域
農
業
の
核
と
な
る
担
い
手
経
営
体

の
明
確
化
と
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
に
よ

り
、
持
続
的
な
地
域
農
業
と
集
落
機
能
の
発
展
を

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
を

実
現
す
る
た
め
、
集
落
・
地
域
に
お
い
て
徹
底
的

な
話
し
合
い
に
よ
る
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
策

定
を
行
政
と一体
と
な
り
推
進
い
た
し
ま
す
。

個
別
経
営
体
に
お
い
て
は
、
第一世
代
の
経
営
者

か
ら
後
継
者
へ
の
事
業
承
継
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

関
係
機
関
と一体
と
な
っ
た
支
援
を
行
い
ま
た
、
集

落
営
農
組
織
に
つ
い
て
は
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育

成
や
、
組
織
機
能
強
化
に
向
け
た
法
人
化
支
援
、

相
互
連
携
機
能
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
将
来
予
測
に
基
づ
く
課
題
整
理

を
行
政
と一体
的
に
行
い
、
担
い
手
不
在
地
域
に
お

い
て
は
、
新
た
な
Ｊ
Ａ
出
資
法
人
の
設
立
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

Ⅱ
．生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減
の
取
組
強
化

作
物
・
品
種
ご
と
の
栽
培
方
法
や
生
産
管
理
に

応
じ
た
、
省
力
・
低
コ
ス
ト
栽
培
技
術
の
普
及
や
、

生
産
性
向
上
の
た
め
の
営
農
指
導
の
強
化
を
実
践

す
る
と
と
も
に
、
生
産
資
材
費
の
さ
ら
な
る
削
減

に
向
け
、
肥
料
銘
柄
集
約
等
に
よ
る
コ
ス
ト
の
引

下
げ
や
、
大
型
規
格
農
薬
や
担
い
手
農
家
へ
の
直

送
に
よ
る
農
薬
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
な
ど
、
生
産

か
ら
販
売
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減
に
よ
り
、

農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
を
実
践
い
た
し
ま
す
。

Ⅲ
．需
要
の
あ
る
園
芸
作
物
の
生
産
振
興

地
場
産
野
菜
の
需
要
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
か

ぶ
、
な
す
、
か
ぼ
ち
ゃ
を
重
点
品
目
と
し
て
位
置

づ
け
る
と
と
も
に
、
需
要
の
増
大
し
て
い
る
加
工
・

業
務
用
に
対
応
し
た
新
た
な
水
田
野
菜
の
生
産
振

興
を
図
る
た
め
に
、
機
械
化一貫
体
系
に
よ
る
生

産
性
向
上
・
労
力
軽
減
に
向
け
た
、
野
菜
用
レ
ン

タ
ル
農
機
を
充
実
し
新
た
な
産
地
づ
く
り
を
行
い
、

農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
を
実
践
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
農
業
者
に
よ
り
、
関
西
市
場
を

中
心
に
需
要
の
高
ま
る
仏
花
用
の
短
茎
小
菊
（
プ

チ
マ
ム
）
や
、
切
り
花
ハ
ボ
タ
ン
の
生
産
拡
大
を
行

い
ま
す
。

長
く
続
い
て
き
た
柿
産
地
の
持
続
的
発
展
を
図

る
た
め
、
樹
上
脱
渋
柿
「
霊れ

い

峰ほ
う

」
の
ブ
ラ
ン
ド
商

品
化
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
に
よ
り
、
県
内
有
数

の
柿
産
地
の

再
生
と
活
性

化
を
行
い
ま

す
。

Ⅵ
．営
農・経
済
部
門
の
人
材
育
成
の
強
化

高
度
化
・
専
門
化
す
る
担
い
手
経
営
体
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
営
農
担
当
者
・
Ｔ
Ａ
Ｃ
並

び
に
営
農
経
済
渉
外
員
の
資
質
向
上
と
、
個
別
事

業
提
案
力
や
企
画
力
の
強
化
・
充
実
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
部
門
間
連
携
の
強
化
に
よ
る
総
合
力
を

発
揮
し
、
多
様
な
農
業
者
へ
の
経
営
支
援
を
行
い
ま

す
。営

農
担
当
者
・
Ｔ
Ａ
Ｃ
並
び
に
営
農
経
済
渉
外
員

の
人
材
育
成
の
強
化
を
図
る
た
め
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
や
成
果
発
表
の
実
施
な
ど
、
専
門
性
の
高
い
担

当
者
の
設
置
と
人
材
育
成
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

Ⅴ
．多
様
な
農
業
者
へ
の
営
農
相
談
機
能
の
充
実

多
様
な
農
業
者
へ
の
営
農
相
談
機
能
の
充
実
を

図
る
た
め
、
経
営
規
模
に
応
じ
た
出
向
く
営
農
経

済
渉
外
活
動
と
、
営
農
相
談
機
能
の
強
化
を
行
い

ま
す
。

農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
新
た

に
収
入
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
青

色
申
告
が
加
入
要
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
理
事

務
軽
減
を
図
る
た
め
、
記
帳
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
普

及
拡
大
と
、
経
営
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
経
営
分
析・

診
断
に
よ
る
経
営
改
善
の
提
案

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
農
業
の
次
世
代

を
担
う
若
手
農
業
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
支
援
を
行
い
、

経
営
発
展
と
地
域
農
業
の
振
興

を
行
い
ま
す
。
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地
元
農
業
の
未
来
を
担
う

Ｊ
Ａ
レ
ー
ク
伊
吹
青
年
部
設
立

�

6
月
2
日
㊎

　
若
手
農
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
し

て
、
部
員
相
互
の
情
報
交
換
と
農
業
経
営
の

向
上
、
並
び
に
地
域
農
業
の
振
興
を
目
的
と

し
、
6
月
2
日
に
青
年
部
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　
部
員
は
27
名
で
管
内
の
概
ね
50
歳
ま
で
の

若
手
農
業
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

の
活
動
は
、
仲
間
と
の

情
報
交
換
や
研
修
会
等

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
部
員
は
随
時
募
集
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、

事
務
局
、
営
農
企
画
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

℡
63
-2
1
0
1

J
A
レ
ー
ク
伊
吹
年
金
友
の
会

米
原
近
江
支
部

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会
＆

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果
発
表

　
J
A
レ
ー
ク
伊
吹
年
金
友
の
会
は
6
月

よ
り
伊
吹
支
部
、
米
原
近
江
支
部
、
長
浜
支

部
の
3
地
区
別
の
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会

お
よ
び
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
米
原
近
江
支
部
は
他
の

支
部
に
先
立
っ
て
無
事
大
会
が
終
了
し
ま
し

た
。
参
加
の
皆
様
は
プ
レ
ー
に
熱
中
し
、
慎

重
に
コ
ー
ス
を
読
み
な
が
ら
球
を
寄
せ
、
仲

間
と
共
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
各
支

部
の
上
位
者
は
今
秋
の
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
に
進

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会�

6
月
6
日
㊋

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会�

7
月
5
日
㊌

年
金
友
の
会
日
帰
り
親
睦
旅
行

長
島
温
泉
へ

6
月
20
日
㊋

　

6
月
20
日
、
年
金
友
の
会
長
浜
支
部

1
0
8
名
が「
長
島
温
泉
」へ
親
睦
旅
行
に
出

か
け
ま
し
た
。

　
途
中
、
岐
阜
県
海
津
市
に
あ
る
、
商
売
繁

盛
の
神
様「
お
千
代
保
稲
荷（
お
ち
ょ
ぼ
い
な

り
）」に
参
拝
し
、
長
島
温
泉
で
は
全
員
揃
っ
て

の
昼
食
と
温
泉
、
三
田
明
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
日
本
歌
謡

史
に
燦
然
と
輝
く
懐
か
し
い
名
曲
や
、
こ
れ

か
ら
も
歌
い
継
ぎ
た
い
時
代
を
彩
っ
た
心
に
残

る
素
晴
ら
し
い
歌
と
楽
し
い
ト
ー
ク
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
終
日
、
少
し
曇
気
味
で
す
が
過
ご
し
や
す

い
天
気
と
な
り
、
歌

謡
シ
ョ
ー
や
温
泉
を
堪

能
し
た
後
は
、
な
ば

な
の
里
花
市
場
に
立

ち
寄
り
、一日
、
会
員

同
士
の
交
流
を
深
め

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ

ま
し
た
。

玉
ね
ぎ
の
出
荷
ス
タ
ー
ト

�

6
月
14
日
㊌

　
6
月
14
日
よ
り
玉
ね
ぎ
の
出
荷
が
始
ま
り
、

近
江
カ
ン
ト
リ
ー
の
集
出
荷
場
に
は
見
事
な

▶
お
食
事
の
よ
う
す

▲３位	岩脇チーム	

▲滋賀県 JAグラウンド・ゴルフ大会出場を決めた６名のみなさん
優勝	久木幸子さん、準優勝	西川英一さん、３位	山口武雄さん、
４位	大楽直己さん、５位	北村源治さん、６位	須戸進さん

▲準優勝	上丹生チーム
▶優勝	箕浦チーム

▲
設
立
総
会

ふれあい
タイムス

Fureai Times
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玉
ね
ぎ
10
ト
ン
が
コ
ン
テ
ナ
に
山
積
み
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
玉
ね
ぎ
は
管
内
の
約
2
㌶
で

昨
年
9
月
か
ら
播
種
さ
れ
た
加
工・業
務
用
玉

ね
ぎ
で
、
大
阪
方
面
に
40
ト
ン
出
荷
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
加
工・業
務
用
玉
ね
ぎ
は
、
栽
培
す
る

品
目
や
品
質・数
量・価
格
な
ど
の
取
引
条
件

を
予
め
決
め
て
作
り
手
と
買
い
手
が
契
約
す

る
取
引
で
、
出
来
た
も
の
を
売
り
込
む
の
で

は
な
く
、
売
れ
る
も
の
を
つ
く
る「
マ
ー
ケ
ッ

ト・イ
ン
」型
の
農
業
で
す
。
加
工・業
務
用
取

引
の
場
合
、
基
本
的
に
在
庫
管
理
は
産
地
側

が
担
う
必
要
が
あ
り
、
集
出
荷
施
設
と
冷
蔵

保
管
施
設
の
整
備
と
出
荷・

調
整
機
能
等
を
J
A
で

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は一

農
家
が
契
約
栽
培
に
臨
み

ま
し
た
が
、
次
年
度
は
野

菜
用
レ
ン
タ
ル
農
機
の
拡

充
等
を
行
い
生
産
振
興
を

図
る
計
画
で
す
。

広
大
な
麦
畑
は
ど
こ
に

　
昨
年
、
米
を
刈
り
取
っ
た
後
に
撒
か
れ
た

麦
の
収
穫
も
6
月
に
終
わ
り
黄
金
色
の
麦
畑

が
姿
を
消
し
ま
し
た
。
管
内
の
農
家
が
栽
培

し
て
い
る
麦
の
種
類
は
、
大
麦「
ミ
ノ
リ
ム
ギ
」

「
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
」と
小
麦「
農
林
61
号
」

で
、
滋
賀
県
の
麦
生
産
量
は
全
国
で
も
10
位

以
内
に
入
り
ま
す
。
大
麦
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ

ウ
は
、
平
成
28
年
に
管
内
の
圃
場
で
栽
培
や

気
候
等
に
適
し
て
い
る
か
試
験
的
な
栽
培
実

験
を
始
め
た
品
種
で
用
途
は
主
に
麦
茶
用
で

す
。
管
内
の
麦
全
体
の
作
付
面
積
は
5
9
6

㌶
で
、
麺
や
菓
子
な
ど
幅
広
い
用
途
の
小
麦

農
林
61
号
の
栽
培
が
78
％
と
大
半
で
す
。

　
収
穫
さ
れ
た
麦
は
カ
ン
ト
リ
ー
荷
受
施
設

で
乾
燥・調
整
を
行
い
、
農
産
物
検
査
を
受
け

て
出
荷
さ
れ
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
が
丹
精

込
め
て
育
て
た
農
産
物
を
公
平・円
滑
な
取
引

を
行
う
た
め
に
、
J
A
農
産
物
検
査
員
の
ス

キ
ル
維
持
向
上
の
研
修
会
が
5
月
29
日
に
湖

北
農
業
会
館
に
て
全
農
主
催
の
も
と
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
の
最
後
に
は
品
質
評

価
の
維
持・向
上
の
た
め
の
、
銘
柄・等
級・規

格
外
格
付
理
由

を
正
確
に
鑑
定
で

き
る
か
を
視
る
鑑

定
試
験
が
実
施
さ

れ
、
J
A
農
産

物
検
査
員
は
こ
の

試
験
で
80
点
以
上

を
取
る
必
要
が
あ

り
見
事
全
員
合

格
。
現
在
、麦
の

出
荷
に
向
け
て
検

査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

▲
10
ト
ン
の
玉
ね
ぎ

▲
鑑
定
試
験
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暮
ら
し
を
彩
る

『
家
活
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
』

　

7
月
6
日（
木
）午
前
と
午
後
、
J
A
職
員

が
講
師
と
な
っ
た
講
座
を
、
み
の
り
ハ
ウ
ス

（
実
習
室
）に
お
い
て
開
催
し
、
延
べ
60
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
家
庭
雑
誌

『
家
の
光
』の
記
事
を
活
用（
略
し
て
家
活
）し

た
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
の
キ
ッ
チ
ン
づ
く
り
、

女
性
に
と
っ
て
キ
ッ
チ
ン
は
毎
日
使
う
大
切

な
場
所
。
で
も
、
収
納
や
汚
れ
な
ど
、
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
冷
凍
庫
に
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
溜
ま
っ
て
い
く
保
冷
剤
。
換
気
扇
の

ベ
ト
ベ
ト
汚
れ
。
見
た
く
も
な
い
の
に
、
突

如
現
れ
る
や
っ
か
い
な
害
虫
。
こ
ん
な
悩
み

を
解
決
し
て
く
れ
る
の
が『
家
の
光
』な
ん
で

す
。

～ 

新・ゴ
キ
ブ
リ
だ
ん
ご 

～

“
農
ラ
イ
フ
の
す
す
め
”
2
0
1
7
年
５
月
号

　
気
温
や
湿
度
の
上
昇
に
伴
い
、
活
発
に
活

動
す
る
ゴ
キ
ブ
リ
。
見
た
目
の
不
快
感
だ
け

で
な
く
、
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
菌
を
運
ぶ

危
険
性
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
ゴ
キ
ブ

リ
を
駆
除
で
き
る
よ
う
に
2
大
好
物
を
使
用

し
た「
米
ぬ
か・グ
リ
セ
リ
ン
だ
ん
ご
」。
ゴ
キ

ブ
リ
が
食
べ
や
す
い
半
生・し
っ
と
り
系
の
レ

シ
ピ
を
紹
介
し
、
大
変
手
軽
に
で
き
る
と
好

評
で
し
た
。

～ 

と
ろ
と
ろ
万
能
石
け
ん 

～ 

2
0
1
7
年
６
月
号

　
シ
ン
ク
、
茶
渋
、
コ
ン
ロ
ま
わ
り
の
固
ま
っ

た
汚
れ
だ
け
で
な
く
、
一
見
や
っ
か
い
な
換

気
扇
の
ベ
ト
ベ
ト
汚
れ
に
も
効
果
的
。
体
に

も
環
境
に
も
や

さ
し
い
、
エ
ー

コ
ー
プ
の
粉
せ
っ

け
ん
で
、
万
能
の

洗
浄
剤
を
つ
く
り

ま
し
た
。

レ
デ
ィ
ー
ス
ス
ク
ー
ル

すごい!! JA女性部のチカラ
　４０年前、琵琶湖に大量の赤潮が発生し、植物プラ
ンクトンや藻が異常繁殖しました。その原因は、合成
洗剤に含まれるリン酸塩などによる湖の富栄養化でし
た。JA女性部は、「この状況を見過ごせない」と立ち
上がり、「石けん共同購入運動」に着手。そして、「滋賀
県琵琶湖の富栄養化の防止に関する条例」が施行され
ました。この取り組みは、全国的にも注目され、国内
の合成洗剤からリンが除かれました。JA女性部は、「JA
女性エコライフ宣言」に基づき、さまざまな環境保全活
動に取り組み、地域の豊かな生活を守り続けています。

環境にやさしく、安全で、
納得のいく価格として、
JA 女性組織もオススメ！
エーコープ 
衣料用コンパクト粉せっけん 
2.4㎏ ￥１，０６６－（税込）	
【特長】		①植物油脂を主原料にしています。	
	 ②生分解性にすぐれています。	
	 ③資源の有効活用のため、
	 　使用済食用油を50％以上使用しています。	
	 ④蛍光増白剤、着色料を配合していません。

最寄りの
JAへ!!

ア
ッ
と
言
う
間
に

で
き
る
ね
。

今
ま
で
よ
り
も

超
簡
単

実
験
み
た
い
で

楽
し
い
。

ミ
ン
ト
の
香
り
で

爽
や
か
に

ア
レ
ン
ジ
し
ま
し
た

！！

定価（税込）
●普通月号617円
●付録月（1・4・5・7・9月）号906円
●付録月（12月）号1,008円

「家の光」は毎日の
生活に役立つ、
家族みんなが
楽しめる月刊誌です。

退
散
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～ 

ふ
る
ふ
る
芳
香
剤 

～ 
2
0
1
7
年
７
月
号“
や
さ
し
い
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
” 

～ 
ハ
ッ
カ
油
で
涼
し
く
過
ご
す 

～

 

２
０
１
５
年
８
月
号

　
気
が
つ
く
と
、
冷
凍
庫
に
保
冷
剤
が
い
っ

ぱ
い
。
い
つ
の
間
に
か
た
ま
っ
て
し
ま
っ
た
保

冷
剤
に
、
ひ
と
手
間
か
け
れ
ば
見
た
目
も
涼

し
げ
な
芳
香
剤
に
大
変
身
。
今
回
は
、
こ

の
数
年
注
目
を
集
め
、
虫
よ
け
な
ど
に
も
効

果
が
あ
る
ハ
ッ
カ
油
を
香
り
に
使
用
し
ま
し

た
。
ア
レ
ン
ジ
し
だ
い
で
お
し
ゃ
れ
度
も
ア
ッ

プ
し
、夏
休
み
の
工
作
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

簡
単
！
低
コ
ス
ト
！
ア
レ
ン
ジ
自
在
！
の
三

拍
子
そ
ろ
っ
た
、
カ
ラ
フ
ル
で
キ
レ
イ
な
芳

香
剤
に
満
足
い
た
だ
き
ま
し
た
。

仲間づくり旅行 
アンコールワットと日本語学校訪問４日間

不要な文具お譲りください！
カンボジアの子供たちが、
あなたの支援を待っています。 

ツアー訪問時に文具贈呈予定

カンボジアの教育現場では、文具が不
足しており、満足な環境で勉強できな
い子供たちがたくさんおられます。	少
しだけ書いたノートや、まだ書ける鉛
筆、ボールペン等はありませんか？

【注意事項】	●新たに購入いていただく必要はありません。	●
個人情報は、黒塗りしてください。	●ノートは、使用済ページ
を切り取ってください。	●カンボジアの公式文書は青色インク
ですので、青色のボールペンが特に喜ばれます。	●替芯がな
いため、シャープペンシルは対象外です。●刃がついているも
のも対象外です。●品目を分けてご提供ください。
受付先／最寄りの JA へ持込してください。 受付期間／１0 月末日まで

家庭雑誌『家の光』を活用して、
グループをつくりませんか？

※販売部数は58万6,416部（ABC調査2014年７～12月平均）、
　家庭内の回読率2,0人に基づく。

び
ゆ
の
こ

ＪＡで販売している月刊誌『家の光』は「食と農」
「暮らし」「協同」「家族」をテーマにしていま
す。子どもからお年寄りまで農家を中心に、毎月
約120万人※に読まれています。
記事づくりのキーワードは“つながる”。食と農
の発信基地“ＪＡ”に集い、身近な人と活動する
「家の光記事活用グループ」にご登録ください。

グループ登録すると
うれしい特典がありますよ。

女性仲間づくりの旅

JAしが女性協議会JAしが女性協議会

日光東照宮／陽明門
イメージ
日光東照宮／陽明門
イメージ

※２名様1室利用は大人お１人様15,000円アップ、
　３名様1室利用は大人お１人様6,000円アップとなります。
※但しご希望に添えない場合がございます。

旅行代金／大人お１人様旅行代金／大人お１人様
平成29年

4～5名様
1室利用

11月7日（火）～9日（木）旅行実施日旅行実施日
80名様（最少催行人員30名様）募集人員募集人員

20,000円（旅行代金に充当します）申込金申込金
平成29年８月31日（木）申込締切日申込締切日
同行して旅程管理業務を行います。添乗員添乗員

建立４００年を迎えた日光東照宮の
奥の院昇殿にて特別参拝
華厳の滝・榛名湖・
世界遺産富岡製糸場など
見どころいっぱい

■スケジュール

■食事条件：朝２回・昼３回（内弁当１回の場合あり）・夕２回　■利用交通機関：== バス　ーー 列車　　◎入場観光　○下車観光　△車窓観光
■利用予定ホテル：鬼怒川温泉／鬼怒川観光ホテル　　伊香保温泉／ホテル木暮（※左記または同等クラスのホテル）　
■貸切バス会社名：弊社「貸切バス事業者リスト」【当社ウェブサイト　http://ntour.jp/pdf/buslist.pdf】をご覧いただくか、弊社支店にご請求ください。
※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせいたします。

当社指定場所 == 米原駅8：30～10：00 ーー 《東海道新幹線》 ーー 東京駅 == 東京（昼食又は弁当）
== ○国会議事堂 == 今市漬物工場（お買物） == 鬼怒川温泉17：00頃1

ホテル8：30 == ◎世界遺産 日光東照宮（奥の院昇殿含む特別参拝） == △いろは坂 
== ○華厳の滝 == 中禅寺湖（昼食） == 〈金精峠〉 == 沼田なめこセンター（お買物） == 伊香保温泉16 ：30頃2

ホテル8：30 == ○こんにゃくパーク == ◎世界遺産 富岡製糸場 == 川越（昼食） == 東京駅
 ーー 《東海道新幹線》 ーー 米原駅17：30～19 ：00 == 当社指定場所3

国会議事堂国会議事堂

イメージイメージ

いろは坂いろは坂

イメージイメージ

榛名湖と榛名山榛名湖と榛名山

イメージイメージ

×
弁
夕

朝
昼
夕

朝
昼
×

日次 行　　程　　表 食事
※天候・交通機関等の都合により、行程・時間等が変更になる場合があります。

日光東照宮特別参拝と
伊香保温泉 3日間

女性限定

日光東照宮／三猿
イメージ
日光東照宮／三猿
イメージ

世界遺産

旅行に関する詳細・お申し込みは、最寄りのJAへご連絡ください。

予告

ノート・ボールペン・鉛筆・色鉛筆・
消しゴム・定規・分度器・便箋・封筒 受付品

JAしが女性協議会協賛 平成30年２月実施予定

こんなステキに
なるなんて♥

友達にも
 作ってあげよう。

家活
しません

か？

保冷剤が

12 A u g u s t  2 0 1 7



プ
レ
ミ
ア
ム
88

（
高
品
質
米
）へ
の
重
要
ポ
イ
ン
ト

・・・収
穫
ま
で

今
後
の
対
策

“
未
熟
粒・乳
白
粒・胴
割
粒
の

発
生
を
抑
制
す
る
た
め
に
”

対
策
❶  

湛
水
管
理
＋
収
穫
間
際
ま
で
の
水
管
理

・こ
ま
め
な
水
管
理
に
よ
り
、
根
の
機
能

防
止
と
健
全
な
登
熟
を
維
持

・
収
穫
間
際
ま
で
水
管
理
す
る
こ
と
で
、

胴
割
粒
や
白
未
熟
粒
な
ど
品
質
低
下
の

発
生
を
軽
減

・玄
米
の
粒
厚
向
上
に
も
効
果
的

対
策
❷		

適
期
収
穫

（
出
穂
時
期
を
確
認
し
収
穫
期
の
計
画

を
！！
）

・収
穫
の
早
期
予
測
を
す
る
こ
と
で
計
画

的
な
収
穫
準
備
が
で
き
、
刈
遅
れ
防
止

に
効
果
的

・収
穫
適
期
を
過
ぎ
る
と
、
胴
割
粒
、
白

未
熟
粒
の
割
合
が
急
増
し
、
品
質
低
下

に
繋
が
る
の
で
注
意

対
策
❸		

適
正
な
乾
燥
調
製
を
し
ま
し
ょ
う

◎
胴
割
粒
の
被
害
防
止
対
策

出
穂
後
６
～
１０
日
の
気
温
が
高
い
と
胴
割

粒
の
発
生
割
合
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
！！

・最
初
十
分
に
常
温
送
風
し
加
温
、
そ
の

後
、
毎
時
乾
減
率
を
0
.8
％
以
下
に

抑
え
、
ゆ
っ
く
り
乾
燥

・仕
上
げ
水
分
15
％
の
手
前
で
１
昼
夜
の

テ
ン
パ
リ
ン
グ

・急
激
又
は
過
度
の
乾
燥
、
仕
上
げ
水
分

に
注
意（
1
4
.5
％
～
1
5
.0
％
）

水
稲

出
穂
後
の
湛
水
管
理
も

継
続
実
施
し
て
下
さ
い
！！

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0
-20　　           -10                    0                      10                    20                    30                    40

▲

■

●

間断灌漑

20日湛水

40日湛水

▲ ▲

▲

▲
▲

■ ■ ■ ■ ■
● ● ● ● ● ●

出穂前日数 出穂後日数

Cd
吸
収
量
(m
g/
㎡
)

OK!

出
穂
後
の
間
断
灌
漑
管
理
で
は
、

玄
米
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
吸
収
が
高
ま
り
ま
す
。

常
時
、
湛
水
管
理（
出
穂
後
３
週
間
）を

継
続
実
施
し
て
下
さ
い
。

栽
培
手
引
き
裏
表
紙
裏
の

「
収
穫
適
期
判
定
シ
ー
ト
」を

ご
活
用
下
さ
い

出穂後
3 週間

籾黄化率 50％程
度を確認してから
約 7日後で、上か
ら 3 ～ 4 本 目 の
枝梗につく籾が全
て黄化した、籾黄
化率 85％の頃が
収穫適期です！！ 黄化籾

『栽培の手引き』
裏表紙裏

「収穫適期判定シート」

営農情報
えいのうじょうほう
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3 Farming Information

白
菜
の
準
備・栽
培
に
つ
い
て

●
栽
培
特
性

　
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、
生
育
の
適
温
は
15
～

20
度
と
比
較
的
適
温
の
幅
が
狭
く
、
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
に
比
べ
る
と
、
ま
き
時
は
8
月
中
下
旬
～
9
月

上
旬
に
限
定
さ
れ
ま
す
。
軟
腐
病
等
な
ど
の
土

壌
病
害
が
出
や
す
い
の
で
、
3
～
4
年
は
連
作
し

な
い
よ
う
に
し
、
堆
肥
の
施
用
し
畑
の
排
水
を
良

く
し
て
栽
培
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●
畑
の
準
備　

　
種
ま
き
の
2
週
間
前
に
は
、
1
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
ふ
り
か
け
堆
肥
エ
コ
を
３
０
０
グ
ラ
ム
、

苦
土
消
石
灰
1
2
0
グ
ラ
ム・粒
状
よ
う
り
ん
50

グ
ラ
ム
～
60
グ
ラ
ム
を
施
し
、
良
く
耕
し
ま
し
ょ

う
。
定
植
5
日
前
に
基
肥
と
し
て
、
1
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
野
菜
有
機
2
8
2
を
80
～
１
２
０

グ
ラ
ム
、
油
粕
50
グ
ラ
ム
を
う
ね
全
面
に
施
し
、

軽
く
耕
し
て
か
ら
畦
立
て
を
し
ま
す
。

●
種
ま
き・育
苗　

　
種
ま
き
は
8
月
下
旬
～
9
月
上
旬
が
適
期
と
な

り
ま
す
。
縦・横
各
5
セ
ン
チ
穴
の
セ
ル
ト
レ
イ
等

に
育
苗
土
を
入
れ
、
1
穴
に
3
粒
を
、
指
先
で
軽

く
押
さ
え
、
浅
い
く
ぼ
み
を
つ
け
た
と
こ
ろ
に
ま

き
、
3
ミ
リ
程
度
の
軽
い
覆
土
を
し
ま
す
。
発
芽

が
そ
ろ
っ
て
き
た
こ
ろ
2
本
立
て
に
間
引
き
、
本

葉
2
枚
の
こ
ろ
1
本
立
て
に
間
引
き
ま
し
ょ
う
。

●
植
え
付
け　

　

本
葉
4
～
5
枚
に
な
り
、
葉
が
込
み
合
わ

な
い
う
ち
に
、
株
間
50
～
60
セ
ン
チ
で
1
か
所

に
2
本
ず
つ
植
え
ま
し
ょ
う
。
ほ
場
が
乾
い
て

い
た
ら
、株
の
周
り
に
水
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
間
引
き（
株
定
め
）

　
活
着
し
て
本
葉
が
6
～
7
枚
に
、
盛
ん
に

伸
び
出
し
た
こ
ろ
、
育
ち
の
良
い
も
の
を
1

本
立
て
に
し
ま
す
。
引
き
抜
く
と
根
を
傷
め

る
の
で
ハ
サ
ミ
で
切
り
取
り
、
株
元
が
ぐ
ら
つ

か
な
い
よ
う
に
少
し
土
寄
せ
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
追　
肥

　
1
回
目
は
本
葉
10
枚
の
こ
ろ
、
1
株
当
た

り
燐
消
安
加
里
10
グ
ラ
ム
を
う
ね
の
肩
に
ま

い
て
、
鍬
で
土
と
混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。
2
回

目
は
1
回
目
の
20
日
後
、
同
量
を
反
対
側
の

う
ね
の
肩
に
ま
い
て
、鍬
で
土
と
混
ぜ
ま
し
ょ

う
。
そ
の
後
、
生
育
状
況
を
見
な
が
ら
必
要

で
あ
れ
ば
3
回
目
の
追
肥
を
施
し
ま
す
。

●
収　
穫

　
結
球
し
て
い
る
頭
の
部
分
を
押
さ
え
て
、

固
く
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
収
穫
出
来
ま

す
。
球
を
斜
め
に
押
し
倒
し
、
外
葉
と
の

間
に
包
丁
を
入
れ
て
切
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

●
畑
で
の
貯
蔵

　
球
が
完
成
す
る
と
耐
寒
力
が
弱
ま
り
ま

す
。
霜
が
強
く
な
る
と
球
が
傷
む
の
で
、

外
葉
を
寄
せ
て
先
を
し
ば
っ
て
お
く
と
長

期
間
貯
蔵
で
き
ま
す
。

野
菜

農作業事故防止		～「声かけ」で高まる安全意識～
　農作業死亡事故は、近年、約 350件と高止まった状態で発生し続けてい
ます。そのうち、農業機械による事故が約 6割、80歳以上の高齢者による
事故が約 5割を占めています。
▼声かけで安全意識の向上を！
農作業中の方に声をかけたり、仲間同士で声を掛け合ったりすることによって、農作業事故
の防止につながります。

『農作業機械は
安全運転で！』

声かけ❶

トラクターやコンバインを運転す
る時は、カーブや道幅に注意しま
しょう。機械の大型化により、死
角が拡大しています。

『不安定！脚立は
しっかり固定して』

声かけ❹

無理な使い方をせず、開脚防止
チェーンをしっかりかけ、天板に
乗らないようにしましょう。

『しっかり休んで！
熱中症予防』

声かけ❷

こまめな休憩と水分補給をして、
熱中症に注意しましょう。涼しい
服装にも心掛けて。

『周囲に注意！
草刈機は油断禁物』

声かけ❺

小石などの飛散には防護を徹底
し、傾斜面の不安定な場所には
小段を設置して草刈しましょう。

『見回り危険！
大雨は要注意』

声かけ❸

大雨や強風の中の田んぼの見回
りは、増水した水路などがとても
危険です。なるべく控えましょう。

万一のために
労災保険に加入しましょう
農業者の方でも一定の条件を満たせば、
労災保険（特別加入制度）に加入できます。
詳しくは下記までお問い合わせください。

JAレーク伊吹　経済部　営農企画課
☎ 0749-63-2101

気
を
つ
け
て
ね
！
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野
鳥
と
里
山

　
日
本
で
記
録
さ
れ
た
野
鳥
は
約
６
５
０
種

類
、
そ
の
う
ち
人
里
の
周
辺
で
も
50
～
60
種

ほ
ど
見
ら
れ
ま
す
。
区
別
も
つ
き
や
す
く
比

較
的
観
察
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

　
里
山
と
は
、
集
落
の
近
く
に
あ
っ
て
人
々

の
暮
ら
し
と
密
接
に
結
び
付
い
た
田
ん
ぼ
や

畑
、
雑
木
林
や
た
め
池
な
ど
が
あ
る
場
所
の

こ
と
。
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
い
ま
す
。

　
植
物
を
食
べ
る
虫
、
虫
を
食
べ
る
鳥
、
鳥

を
食
べ
る
鳥
。
そ
し
て
動
植
物
の
ふ
ん
や
死

骸
は
バ
ク
テ
リ
ア
や
菌
類
な
ど
に
分
解
さ
れ

て
土
に
戻
り
、
再
び
植
物
を
育
み
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
生
き
物
と
、
生
き
物
を
取
り
巻
く

そ
れ
以
外
の
環
境
が
お
互
い
に
関
わ
り
合
い

な
が
ら
循
環
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
生
態
系

と
い
い
ま
す
。
里
山
は
生
態
系
が
豊
か
で
、

多
く
の
鳥
を
観
察
で
き
る
で
し
ょ
う
。

身
近
な
鳥
に
注
目
し
よ
う

　
鳥
の
名
前
が
分
か
ら
な
く
て
も
、
身
近
な

鳥
た
ち
が
「
何
を
し
て
い
る
の
か
？
」
に
注

目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
見
て
い
る
と
い
ろ
い

ろ
な
動
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

夏
休
み
自
由
研
究

里
山
の
野
鳥
を

観
察
し
よ
う

里
山
で
見
つ
け
や
す
い

鳥
た
ち
を
紹
介
し
ま
す

鳥
は
ど
こ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
会
で
も
、
野
山
や
水
辺
で
も
鳥
が
飛
ぶ
姿
や

さ
え
ず
る
声
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

で
は
、
夏
の
里
山
で
は
、
ど
ん
な
鳥
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ヒバリ
（スズメ目 ヒバリ科）

●足を交互に出して歩く。
時々冠羽が立って見える。

●全長：17cm。
●九州以北にすむが、積雪

のある地域では秋冬に暖地へ移動。
●飛び立つときにビルッと鳴く。
●さえずり：上空でピーチュルピーチュルなどと長

く複雑に続ける。

畑
セッカ
（スズメ目 セッカ科）

●スズメより小さく、飛びな
がらヒッ、ヒッと鳴く（さえ
ずり）。

●全長：12cm。
●本州以南のススキなどの草丈の高い草地にすむ

が、北日本のものは秋冬に暖地へ移動。尾はく
さび型で、先が白い。

●さえずり：上昇しながら澄んだ声でヒ、ヒッと繰
り返し、下降するときにチャッチャッと鳴く。

畑

キジ
（キジ目 キジ科）

●開けた環境を好む。カラス
大で長い尾。

●全長：雄 80cm、雌 60cm。
●屋久島以北の明るい林、

草地、農耕地、河川敷などの地上にすむ。
●狩猟鳥に指定されており、人為的に放されるこ

ともある。
●北海道や対馬で見られる亜種コウライキジは本

来は大陸に分布するものが人為的に放された。
●さえずり：雄は繁殖期にケッ、ケーッと鋭い大声

で鳴いて羽ばたく。
●日本の国鳥。

畑

チュウサギ
（ペリカン目 サギ科）

●水田に多く、コサギとダイ
サギの中間の大きさ。

●全長：68cm。
●九州から本州に飛来する

が、暖地では越冬するものもいる。
●夏羽はコサギに似ているが大きく、くちばしが

短めで、背の飾り羽はまっすぐ長い（コサギでは
短く、上に反る）。

●冬羽はダイサギに似ているが小さく、くちばし
が短い。

●コワーと鳴く。

田んぼ

ツバメ
（スズメ目 ツバメ科）

●燕尾（えんび）。上面が一
様に黒い。

●全長：17cm、翼開長：32cm。
●主に九州以北に飛来（北海

道では少数）。
●建造物に泥を材料にしたおわん形の巣を作る。
●雄の尾は雌より細長い。
●チュピッなどと鳴く。
●さえずり：チュチュビチュチュビジクジクビーと最

後が濁る。

田んぼ

イラスト：MDR デザイン
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す
。
体
の
大
き
さ
や
色
、
体
つ
き
や
く
ち
ば

し
も
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
、
環
境
に
適
し
た

姿
形
を
し
て
い
ま
す
。

観
察
に
出
掛
け
よ
う

　
そ
れ
で
は
里
山
へ
出
掛
け
ま
し
ょ
う
！

　
観
察
に
便
利
な
道
具
は
、
双
眼
鏡
と
図
鑑

と
メ
モ
を
取
る
た
め
の
ペ
ン
と
ノ
ー
ト
。
装

備
は
帽
子
に
長
袖
長
ズ
ボ
ン
で
、
飲
み
水
を

持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
鳥
を
驚
か
せ
な
い

よ
う
に
離
れ
た
位
置
か
ら
観
察
で
き
る
双
眼

鏡
は
、
肉
眼
よ
り
も
大
き
く
鮮
明
に
見
え
る

た
め
、
形
態
や
行
動
を
詳
し
く
観
察
で
き
ま

す
。
鳥
は
大
変
目
が
良
い
生
き
物
な
の
で
、

近
づ
き
過
ぎ
た
り
、
追
い
か
け
た
り
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

観
察
の
コ
ツ

　

鳥
が
ど
こ
に
い
る
の
か
観
察
し
て
い
る

と
、
鳥
が
止
ま
り
や
す
い
場
所
が
分
か
っ
て

き
ま
す
。

　
次
に
（
１
）
大
き
さ
、（
２
）
体
形
、（
３
）

色
や
模
様
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
見
分
け

て
い
き
ま
す
。
し
っ
か
り
特
徴
を
つ
か
ん
だ

ら
、
図
鑑
で
名
前
を
調
べ
ま
す
。

　
３
分
間
耳
を
澄
ま
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。
姿

が
見
え
な
く
て
も
声
だ
け
聞
こ
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
声
に
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
す
。

　
日
本
野
鳥
の
会
で
開
催
し
て
い
る
「
探
鳥

会
」
に
参
加
し
て
、
詳
し
い
人
か
ら
教
わ
る

の
も
良
い
体
験
で
し
ょ
う
。

キビタキ
（スズメ目 ヒタキ科）

●黄色い胸と腰（雄）。
●全長：14cm。
●山地の林に飛来。
●ヒッ、ヒッ、時にクリリッと

鳴く。
●さえずり：明るい声でピヨピ、ピッピキピピッピ

キピなどと、短い前奏の後に早口で繰り返す。

雑木林

カルガモ
（カモ目 カモ科）

●くちばしの先だけ黄色。
●全長：61cm。
●全国の水辺で一年中見ら

れる（北海道では冬に少な
い）。

●他のカモの雌に似ているが、比較的大型。
●腰の部分に白い三日月模様（三列風切羽根の縁

が白い）、飛ぶとき、腹は黒く見える。
●水辺の草地に巣を作る。
●グェ、グェと太い声。

ため池
ヨシ原

カワセミ
（ブッポウソウ目 カワセミ科）

●スズメ大、青い背、オレン
ジ色の腹。

●全長：17cm。
●北日本では秋冬に暖地に

移動。
●河川や湖沼の枝や岩などに止まっていて、水面

に飛び込んで、魚を捕ったり水浴びもする。
●土の崖の斜面に穴を掘って繁殖する。
●雄の下くちばしは赤い部分がない。
●チイーッと細く鋭く鳴く。

ため池
ヨシ原

カイツブリ
（カイツブリ目 カイツブリ科）

●小型（ムクドリ大）で、とがっ
たくちばし。

●全長：26cm。
●湖沼や流れの緩い河川に

すみ、北日本では冬に暖地に移動。
●ヨシなどの植物やくいを支えにして、水上に浮

いたような巣を作る。
●ひなにはしま模様。繁殖期にはキリリ、とけたたましく鳴く。
●カイツブリはほぼ一年中見られ、小型のカモ類より小さい。
●カモ類より胴が短く、くちばしがとがっている。
●潜って魚などを食べ、驚いたり逃げるときにも潜ることが多い。
●陸に上がることはほとんどない。

ため池
ヨシ原

アオゲラ
（キツツキ目 キツツキ科）

●屋久島から本州にすむ緑の
キツツキ。

●全長：29cm。
●強い声でキョッ、キョッと鳴

く他、ケラララと続けて大声を出す。
●繁殖期にはピョーという大声も出す。
●日本特産種。

雑木林

サシバ
（タカ目 タカ科）

●ハシボソガラス大で、オオ
タカより翼が細長い。

● 全 長：47 ～ 51cm、 翼 開
長 100 ～ 110cm。

●九州から本州の林で繁殖。
●南西諸島では冬を越すものが多い。
●農地などで急降下して、地上のカエルやヘビを

捕る。
●秋には、各地で上空を通過する群れが見られる。
●ピックイーとよく鳴く。

雑木林

取材協力：日本野鳥の会 http://www.wbsj.org/　写真：掛下尚一郎

動きやすい服装で、

派手な色は避けましょう。

『おさんぽ鳥図鑑』を進呈
『おさんぽ鳥図鑑』は、これからバー
ドウォッチングを始める人向けに身
近で見られる野鳥約24種を、体の
大きさごとに分けて紹介した小冊子
（全24ページ）です。かわいい野鳥
のイラストと共に野鳥の種類を見分
けるポイントを解説しています。

日本野鳥の会　おさんぽ鳥図鑑

申し込み
方法

インターネット専用ページより
お申し込みください。
http://www.birdshop.jp/nature4/
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F
U

R
E

A
IP

L
A

Z
A

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
米
原
市
の
世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま
る
ご
と

活
動
組
織
「
七
夕
の
里
」
よ
つ
ぎ
は
、
地
域

の
子
供
た
ち
に
「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」
を

通
し
て
水
田
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
重
要
性

を
伝
え
次
い
で
い
ま
す
。
5
月
20
日
、
子
供

た
ち
の
手
で
放
流
し
た
親
ブ
ナ
15
匹
か
ら
産

ま
れ
た
稚
魚
は
田
ん
ぼ
の
中
干
し
頃
に
は
1

セ
ン
チ
程
に
成
長
。
６
月
24
日
、
尻
水
戸
を

開
け
排
水
路
で
出
て
く
る
子
ブ
ナ
を
網
で
待

ち
構
え
回
収
し
て
、
集
落
を
流
れ
る
川
ま
で

子
ブ
ナ
を
運
び
放
流
。
子
供
た
ち
は
「
大
き

く
な
れ
！
」
と
声
を
掛
け
て
い
ま
い
た
。

　
子
供
た
ち
の
体
験
的
な
学
習
は
農
業
が
食

物
の
生
産
の
場
だ
け
で
な
く
、
生
き
物
の
生

息
と
も
深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
の
学
習
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田

６
年
目
を
迎
え
る

米
原
市
世
継
自
治
会 「
七
夕
の
里
」よ
つ
ぎ

自
由時間

今回は、6 月下旬にいをぎファーム花き部会さんを訪れました
●小菊栽培をはじめられたきっかけを教えて下さい。
　米作りに向いていない小さな田んぼが多く、ま
た、猿などの獣害も多いことから、メンバーの中
の小菊を栽培・出荷しておられる方の指導により、
昨年度から小菊栽培をはじめました。
●昨年度はいかがでしたか？
　一部の品種で病害虫の被害があり、出荷するこ
とが難しかったです。はじめての栽培で作業のコツ
をつかむまでに時間がかかりました。
●今年度はいかがですか？
　病害虫の被害を防ぐために、毎日ほ場に行き、
小菊を観察しています。品質の良いものを出荷し
たいと思っています。
●本日の作業は？
　8月咲の小菊を1株4～5本程度に整理し、下
葉をとる作業をしています。風通しの確保、また
害虫や病気の繁殖が緩和され防除効果を高めるこ
とができます。

● 5 名の方が作業をされていますが・・・
　今年は、定植本数も1.5倍に増え、新メンバー
4名の方に加わっていただき、大変助かっています。
●新メンバーの方は、小菊栽培に取り組まれてい
かがですか。
　家の野菜と同じで、愛着があり、成長が気になり、
毎日、見ています。出荷が楽しみです。

▲子ブナを網で待ち構えているところ

花
か

卉
き

部会 便り No.23
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料
理 

楽
し
く 

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

「
キ
ッ
チ
ン
晴
人
」
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ	

永
井
智
一

季節ごとにあしらう野菜を変えてサラダ風にしても楽
しいです。

塩の分量はザーサイの塩気によって加減するといい
あんばいになります。

焼
き
な
す
茶
そ
ば

ナ
ス
と
ザ
ー
サ
イ
の
塩
炒
め

■
作
り
方 

①
ナ
ス
は
縦
に
皮
目
に
6
～
8
本
の
包
丁
を
入
れ
、
焼
き
網
で

転
が
し
な
が
ら
強
火
で
軟
ら
か
く
な
る
ま
で
焼
き
、
氷
水
に

素
早
く
落
と
し
熱
い
う
ち
に
皮
を
む
く
。

②
梅
干
し
は
種
を
取
り
包
丁
で
た
た
き
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
半
分

に
切
り
、
ミ
ツ
バ
は
さ
っ
と
ゆ
で
、
ざ
く
切
り
に
す
る
。

③
大
き
め
の
鍋
に
湯（
材
料
外
）を
沸
か
し
、
茶
そ
ば
を
ゆ
で
、

ゆ
で
上
が
っ
た
ら
素
早
く
水
洗
い
し
て
ざ
る
に
あ
げ
る
。

④
器
に
茶
そ
ば
を
盛
り
付
け
、
2
分
の
1
に
切
っ
た
焼
き
な
す
、

梅
肉
、
ミ
ツ
バ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
わ
さ
び
、
砕
い
た
堅
焼
き

せ
ん
べ
い
を
あ
し
ら
い
、麺
つ
ゆ（
好
み
の
濃
さ
で
）を
張
る
。

■
材
料【
4
人
分
】

■
材
料【
4
人
分
】

■
作
り
方 

①
ナ
ス
は
天
地
を
切
り
落
と
し
、
ピ
ー
ラ
ー
で
皮
を
む
き
、
縦

に
細
切
り
に
し
て
、
薄
い
塩
水（
材
料
外
）に
漬
け
て
あ
く
を

抜
く
。

②
ザ
ー
サ
イ
は
細
切
り
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
半
分
に
切
り
、
イ
ン

ゲ
ン
は
ゆ
で
て
3
分
の
1
に
切
る
。
ニ
ン
ジ
ン
は
千
切
り
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
を
十
分
に
熱
し
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
、水
気
を
切
っ

た
ナ
ス
を
強
火
で
炒
め
る
。

④
②
を
入
れ
、
塩
少
々
、
合
わ
せ
調
味
料
を
入
れ
さ
っ
と
炒
め

る
。

⑤
器
に
盛
り
出
来
上
が
り
。

ナ
ス		

	

２
本

梅
干
し		

	

4
個

ミ
ニ
ト
マ
ト		

	

2
個

ミ
ツ
バ		

	

１
把

茶
そ
ば		

	

2
0
0ｇ

市
販
の
麺
つ
ゆ		

	

適
宜

わ
さ
び		

	

適
宜

堅
焼
き
せ
ん
べ
い		

	
１
枚

ナ
ス		

	

６
本

ザ
ー
サ
イ		

	

１
瓶

ミ
ニ
ト
マ
ト		

	

４
個

ニ
ン
ジ
ン		

	

適
宜

イ
ン
ゲ
ン		

	

８
本

サ
ラ
ダ
油		

	

大
さ
じ
2

塩		
	

少
々

合
わ
せ
調
味
料

　
し
ょ
う
ゆ		

	

小
さ
じ
1
と
1–2

　
ご
ま
油			

小
さ
じ
1
と
1–2

　
料
理
酒
…		

	

大
さ
じ
1

　
砂
糖		

	

小
さ
じ
1–2

　
輪
切
り
ト
ウ
ガ
ラ
シ		
	

ひ
と
つ
ま
み

夏
バ
テ
の
ビ
タ
ミ
ン

不
足
に
胚
芽
米

　
暑
い
日
々
が
続
く
と「
そ
う
め
ん
や
そ
ば
な
ど

冷
た
い
麺
類
に
麺
つ
ゆ
だ
け
」と
い
う
よ
う
な
食

事
に
な
り
が
ち
で
す
。
短
時
間
で
作
れ
て
、
食
欲

が
な
い
と
き
で
も
食
べ
ら
れ
る
麺
類
に
は
つ
い
つ

い
手
が
伸
び
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
食

事
を
続
け
て
い
る
と
、タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン・

ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
し
が
ち
に
な
り
、
疲
れ
や
す
く

な
っ
た
り
夏
バ
テ
の
原
因
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
に
も
ご
飯
が
お
薦
め
で

す
が「
暑
く
て
台
所
に
あ
ま
り
立
ち
た

く
な
い
」「
も
っ
と
効
率
良
く
栄
養
を
取

り
た
い
」。
そ
ん
な
人
に
お
薦
め
な
の

が「
胚
芽
米
」で
す
。
白
米
よ
り
健
康
に

良
い
こ
と
は
な
ん
と
な
く
ご
存
じ
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
玄

米
や
白
米
と
の
違
い
は
何
な
の
で
し
ょ

う
か
。

　
ま
ず
、
玄
米
と
は
も
み
米
か
ら
も
み

殻
を
除
い
た
精
白
し
て
い
な
い
お
米
の

こ
と
で
す
。
白
米
に
比
べ
て
夏
バ
テ
時
に
補
給
し

た
い
ビ
タ
ミ
ン
B1
は
5
．1
倍
、
抗
酸
化
作
用
の

あ
る
ビ
タ
ミ
ン
E
は
12
．0
倍
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
れ
に
比
べ
て
胚
芽
米（
胚
芽
精
米
）は
、
ぬ
か

層
の
う
ち
胚
芽
だ
け
を
選
択
的
に
残
し
て
、
他
を

除
い
た
物
で
胚
芽
保
有
率
80
%
以
上
の
物
を
い

い
ま
す
。
白
米
に
比
べ
て
ビ
タ
ミ
ン
B1
は
2
．9

倍
、
ビ
タ
ミ
ン
E
は
9
．0
倍
と
玄
米
に
は
劣
り

ま
す
が
、
大
切
な
の
は
消
化
と
吸
収
で
す
。

　
食
物
繊
維
も
豊
富
な
玄
米
は
、
不
足
し
が
ち
な

栄
養
が
取
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す

が
、
し
っ
か
り
消
化
で
き
る
よ
う
に
炊
く
の
に
時

間
が
か
か
っ
た
り
、
お
子
さ
ん
や
高
齢
者
、
胃
腸

の
弱
い
方
や
夏
で
弱
っ
て
い
る
と
き
に
は
適
さ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
調
理
方
法
や
食
感
が
白
米
に
近
い
胚
芽
米
は
、

夏
で
も
無
理
な
く
栄
養
が
補
給
で
き
る
の
で
す
。

　
夏
は
汗
な
ど
で
ビ
タ
ミ
ン・
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足

し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
栄
養
の
あ
る

お
米
で
補
給
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お米
で健康

管理栄養士・雑穀料理家
	柴田真希

柴田真希（しばたまき）
　株式会社エミッシュ代表取締役。Love	Table	Labo.代表。
管理栄養士、雑穀料理家、フードスペシャリスト、１級惣
菜管理士、健康食育シニアマスター、漢方養生指導士（漢
方スタイリスト）。著書に『女子栄養大学の雑穀レシピ』（PHP
出版）『おなかやせ定食』（主婦の友社）などがある。

■白米と比べた栄養価
玄米 胚芽米

ビタミン B1 5.1 倍 2.9 倍
ビタミン B2 2.0 倍 1.5 倍
ビタミン E 12.0 倍 9.0 倍

マグネシウム 4.8 倍 2.2 倍
食物繊維 6.0 倍 2.6 倍

『日本食品標準成分表 2015年版（七訂）』より計算
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お宅の住宅用火災警報器、
そろそろ

交換時期ではありませんか？
　住宅用火災警報機は、古くなると電子部品の寿命や電
池切れなどで、火災を感知しなくなることがあるため、
とても危険です。
　設置後約10年を目安に、お取替え時の確認やお取り
換えの検討を推奨しています。

　当 JA で住宅用火災警報器を
お買い求めのご家庭は、設置か
ら 10年が経ち電池寿命をむか
えますので、職員がお伺いし電
池交換またはお取替えのご相談
を承ります。
　お問合せはお近くの支店まで
お電話ください。

今年もやってきました！毎年恒例

第1回公演（開場14：30 開演15：00）
第2回公演（開場18：00 開演18：30）
松崎しげる　大橋純子
滋賀県立文化産業交流会館イベントホール
〒521-0016 滋賀県米原市下多良二丁目137

ハートフルコンサート
開催日

出演者
会　場

平成30年3月10日（土）

★ご応募はおひとり様１回限りとさせていただきます　コンサートのご応募は専用はがきをご利用ください

応募資格／年金受取窓口をJAに指定している方

募集期間／平成29年6月12日月～平成29年12月29日金［必着］

※すでに年金の受取口座を県内JAにご指定いただい
ている方、もしくは、1年以内に年金受取予定で県内
JAに受取口座を指定していただいている方 応募方法／JA店頭に設置しているチラシ

　　　　　の専用はがきをご使用ください

I n f o r m a t i o n

JAからのお知らせ

休日ローン
相談会無 料

のお知らせ

　平日ご来店いただけない方に日曜日にゆっくりとローン
をご相談していただけるよう、「休日ローン相談会」を開
催しております。住宅ローンをはじめ、マイカーローン・リ
フォームローン・教育ローン・カードローン等のローンに関
するご相談を担当者が個別に承ります。お取引のない方で
もお気軽にお越しください。ローン相談会を希望の方は、
お近くの店舗に予約申し込みをお願いいたします。
ご予約は電話またはホームページからお申し込みください。
開催地区 場所 相談時間 連絡先

山東地区 山東支店
（米原市市場435） 9:00 〜16:00 55-1014

米原地区 米原支店
（米原市下多良3-1） 9:00 〜16:00 52-1011

長浜地区 長浜北支店
（長浜市八幡中山町1182-5） 9:00 〜16:00 62-3374

開催日 10 月 1 日日 予約制

平成29年8月より

交換は

10年が目安

詳しくは JAレーク伊吹

平成29年8月22日火
長浜北支店 ☎62-3374 午前9:00〜12：00

長浜東支店 ☎62-0677 午後1:30〜  4：30

平成29年8月より

年金を受けるために必要な加入期間が

25年から10年に短縮されます
自分で保険料を納めた期間

＋
保険料納付を免除された期間

＋
会社勤めした期間

＋
ご主人がサラリーマンで専業主婦だった期間

これまでに上記のような期間が
10年以上あれば、

年金をもらえる可能性があります

　10 年以上の加入期間があり、新たに年金を受けとる権利
が発生する方には、平成 29 年 3 月から順次、日本年金機
構より黄色の封筒に入った年金請求書が発送されます。
　大切な年金のご相談、どうぞお気軽に
JA の年金相談会へお越しください。

無料年金相談会のご案内（予約制）

19A u g u s t  2 0 1 7



～来て、診て、測って JA健診!～

年に1度の健康診断
を受けましょう!!

年に1度の健康診断
を受けましょう!!

I n f o r m a t i o n

9月1日は防災の日
非常時用

持ち出しバッグ
の準備

できていますか？

急いで避難しなければいけない災害時に、あまり多く
の物を持ち出す余裕はありません。そのような場合に
備えて、避難する時に持ち出すもの、被災後の生活に必
要なものなど、日頃から用意しておきましょう。

災害に対するご家庭での備え
～これだけは準備しておこう！～

全支店に非常時持ち出しバッグ見本を備えています。
あなたにとっての、防災・減災を考えるきっかけとして
ぜひご活用ください

8月1日～31日

日程 会場
9月26日（火） 山東支店

9月27日（水）・28日（木） 本店
10月18日（水）

19日（木）・20日（金） 長浜南支店

健診名 内　容 料　金

JAドック健診
健 康診断の基 本
コース。どなたでも
受診できます

18,600 円

メンズドック健診
JAドック健診に前
立腺がん検診と肺
機能検査をプラスし
た男性専用コース

21,600 円

レディースドック健診
JAドック健診に乳
がん検診をプラスし
た女性専用コース

24,800 円

★各種がん健診やオプション健診もご用意しています
お申込み、お問い合わせは、
最寄りの支店へお願いします。8/25 金締切日

わたしたちのJA 【主要概況】　 平成29年6月末現在

経営管理委員会・理事会だより
協議された議案は以下の通りです。
経営管理委員会　 平成29年6月24日
第１号議案　経営管理委員個人別報酬額の決定について
第２号議案　口分田倉庫及び土地の売却価格について
第３号議案　旧山東支所土地の売却価格について

理事会　 平成29年6月21日
第１号議案　口分田倉庫及び土地の売却価格について

平成29年6月24日
第１号議案　常勤理事の担当業務の決定について
第２号議案　理事長に事故あるときの職務代理・代行順位の決定について
第３号議案　理事個人別報酬額の決定について　
第４号議案　業務報告書の承認について
第５号議案　旧山東支所土地の売却価格について

7月号からお便り
コーナー

Mail from reader

米原市　坂東さん　
一年でビックリする程多くの実をつけたラズベリー。皆さんにも分
けたり、ヨーグルトの中に入れたりして食べています。もっと増や
したいです。次はブラックベリーも作りたいです。
	ブラックベリーの果色は黒だけでなく、赤色のものもあるみたい
ですね。自分の作った果実を朝食で食べてみたくなりました。

長浜市　草野さん　
2 才 3ヶ月の孫と散歩中、田んぼの中をたくさんの蝶蝶がとんで
いて初めて見る蝶蝶に孫は大喜びでした。
	お孫さんとの穏やかな空間が目に浮かんでほんわか気分です。

米原市　川本さん　
キャベツの種まきの時期の記事、参考になりました。（夏まき冬ど
り栽培）7月・9月種まきしょうと思います。キャベツは我が家では
なくてはならないものですから。
	栽培の参考にしていただけたとのお便りとても嬉しいです。野
菜コーナー担当職員もますます頑張れます！

長浜市　加藤さん　
トマトに屋根をつけて 3年やっときれいなトマトが収穫できまし
た。ナスは出来始めて喜んでいたら1本しんなり2本ヘナヘナと
枯れてしまいました。なんで？残念です。
	これは土壌病害か連作障害かもしれませんね。同じ圃場に同じ
科の野菜を連作すると年収量が低下したりします。（ナス科：ナス、
トマト、ピーマン、ジャガイモ）

正 組 合 員 数		 	5,373人
准 組 合 員 数		 	6,961人
出 資 金 残 高		 	 	16億6千4百万円
貯　金　残　高		 	 	1,374億4千6百万円
貸 出 金 残 高		 	 	190億6千7百万円
長期共済保有高		 	 	3508億4千1百万円
年金共済保有高		 	 	29億7千2百万円
購 買 品 供 給 高		 	2億8千8百万円
販 売 品 販 売 高		 	1億7千6百万円
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今
月
の
あ
な
た
の
運
勢

モ
ナ・カ
サ
ン
ド
ラ

全
体
運
▼ 

レ
ジ
ャ
ー
運
が
活
性
化
。親

し
い
仲
間
た
ち
と
に
ぎ
や
か
に
過
ご

す
と
英
気
を
養
え
そ
う
。人
気
ス
ポ
ッ

ト
に
足
を
運
ぶ
の
も
刺
激
大

健
康
運
▼ 

快
活
モ
ー
ド
。ス
ポ
ー
ツ
を

始
め
る
の
も
正
解

幸
運
を
呼
ぶ
食
べ
物
▼ 

ア
シ
タ
バ

 

牡
羊
座

3
月
21
日
▼

4
月
19
日

全
体
運
▼ 

積
極
性
が
高
ま
る
時
期
で

す
。や
っ
て
み
た
い
こ
と
に
は
、ど
ん
ど

ん
ト
ラ
イ
し
て
。意
欲
的
に
取
り
組
め

ば
、う
ま
く
い
き
そ
う

健
康
運
▼ 

疲
労
を
た
め
込
ま
な
い
よ

う
、休
息
は
適
度
に

幸
運
を
呼
ぶ
食
べ
物
▼ 

ミ
ョ
ウ
ガ

 

獅
子
座

7
月
23
日
▼

8
月
22
日

全
体
運
▼ 

思
い
切
っ
て
攻
め
の
姿
勢
で

動
く
の
が
ベ
ス
ト
。行
動
範
囲
を
広
げ

れ
ば
、そ
れ
だ
け
チ
ャ
ン
ス
ア
ッ
プ
へ
。

海
外
絡
み
も
幸
運

健
康
運
▼ 

ス
ポ
ー
ツ
に
励
む
好
機
。熱

心
に
取
り
組
ん
で

幸
運
を
呼
ぶ
食
べ
物
▼ 

イ
チ
ジ
ク

 

射
手
座

11
月
23
日
▼

12
月
21
日

全
体
運
▼ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
運
に

恵
ま
れ
、誰
と
で
も
簡
単
に
会
話
が
弾

む
は
ず
。興
味
の
あ
る
習
い
事
に
挑
戦

す
る
の
も
お
勧
め

健
康
運
▼ 

小
ま
め
に
動
く
こ
と
で
、体

調
に
良
い
影
響
が

幸
運
を
呼
ぶ
食
べ
物
▼ 

梨

 

双
子
座

5
月
21
日
▼

6
月
21
日

全
体
運
▼ 

知
的
好
奇
心
が
旺
盛
に
な

る
の
で
、気
に
な
る
講
座
や
講
演
会
な

ど
に
は
気
軽
に
参
加
し
て
み
て
。飲
み

会
や
旅
行
に
も
つ
き
あ
り

健
康
運
▼ 

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
。心
身
の
凝

り
を
ほ
ぐ
せ
ま
す

幸
運
を
呼
ぶ
食
べ
物
▼ 

ブ
ド
ウ

 

天
秤
座

9
月
23
日
▼

10
月
23
日

全
体
運
▼ 

心
理
的
に
不
安
定
に
な
る

暗
示
。大
き
な
決
定
は
避
け
た
方
が
無

難
で
す
。ゆ
っ
た
り
構
え
、美
し
い
物
事

に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う

健
康
運
▼ 

呼
吸
法
を
試
し
て
み
て
。調

子
が
上
向
き
そ
う

幸
運
を
呼
ぶ
食
べ
物
▼ 

ニ
ン
ニ
ク

 

水
瓶
座

1
月
20
日
▼

2
月
18
日

全
体
運
▼ 

注
意
力
が
散
漫
気
味
。慣
れ

て
い
る
作
業
で
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
に
は
趣
味
や
好
き
な

こ
と
に
励
む
と
グ
ッ
ド

健
康
運
▼ 

ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
み
が

ち
。適
度
に
休
息
を

幸
運
を
呼
ぶ
食
べ
物
▼ 

ア
ユ

 

牡
牛
座

4
月
20
日
▼

5
月
20
日

全
体
運
▼ 

小
さ
な
喜
び
が
重
な
る
も

の
の
、1
人
で
物
事
を
進
め
る
の
に
は

不
向
き
。単
独
行
動
は
避
け
、周
囲
と

の
協
調
を
大
切
に
し
て

健
康
運
▼ 

不
規
則
な
生
活
を
改
善
す

る
と
パ
ワ
ー
回
復
へ

幸
運
を
呼
ぶ
食
べ
物
▼ 

イ
ワ
シ

 

乙
女
座

8
月
23
日
▼

9
月
22
日

全
体
運
▼ 

あ
れ
こ
れ
マ
イ
ナ
ス
思
考

に
な
り
や
す
い
か
も
。親
切
に
さ
れ
た

ら
邪
推
せ
ず
素
直
に
お
礼
を
言
う
の

を
忘
れ
ず
に
。笑
顔
が
必
須

健
康
運
▼ 

冷
房
の
か
け
過
ぎ
に
注
意
。

自
然
風
を
感
じ
て

幸
運
を
呼
ぶ
食
べ
物
▼ 

ス
ズ
キ

 
山
羊
座

12
月
22
日
▼

1
月
19
日

全
体
運
▼ 

ゆ
っ
た
り
で
き
る
月
。や
る

べ
き
こ
と
を
済
ま
せ
た
ら
、の
ん
び
り

自
分
の
時
間
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。グ

ル
メ
を
楽
し
む
の
も
◎

健
康
運
▼ 

運
動
不
足
で
体
重
増
の
暗

示
。体
操
に
注
目
を

幸
運
を
呼
ぶ
食
べ
物
▼ 

昆
布

 

蟹
　
座

6
月
22
日
▼

7
月
22
日

全
体
運
▼ 

何
か
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
が
ち
。他
人
と
比
較
せ
ず「
人
は
人
、

自
分
は
自
分
」と
割
り
切
っ
て
。花
を
飾

る
と
ラ
ッ
キ
ー

健
康
運
▼ 

食
事
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に

気
を
配
れ
ば
、上
昇

幸
運
を
呼
ぶ
食
べ
物
▼ 

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

 

蠍
　
座

10
月
24
日
▼

11
月
22
日

全
体
運
▼ 

う
わ
さ
話
に
振
り
回
さ
れ

や
す
い
よ
う
。実
体
が
な
け
れ
ば
関
わ

ら
な
い
よ
う
に
。気
晴
ら
し
に
は
読
書

が
有
効
で
、う
れ
し
い
発
見
が

健
康
運
▼ 

リ
ラ
ッ
ク
ス
が
大
事
。の
ん

び
り
し
ま
し
ょ
う

幸
運
を
呼
ぶ
食
べ
物
▼ 

車
エ
ビ

 

魚
　
座

2
月
19
日
▼

3
月
20
日

み
ん
な
で
人
権

認
知
症
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
な
社
会
へ

　
先
月
、
地
元
の
祭
り
の
打
ち
合
わ
せ
が
終
わ
り
、
お

酒
が
出
さ
れ
て
皆
で
雑
談
を
し
て
い
る
と
、
老
後
の
生

活
の
話
に
な
り
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
出
て
い
ま
し

た
。「
認
知
症
に
だ
け
は
な
り
た
く
な
い
」と
い
う
も
の

で
す
。

　
そ
の“
～
に
だ
け
は
な
り
た
く
な
い
”と
い
う
思
い
が

ど
こ
か
ら
く
る
の
か
と
考
え
た
時
に
、今
年
２
月
の「
第

31
回
人
権
啓
発
研
究
集
会
」で
講
演
さ
れ
た
認
知
症
の

当
事
者
で
あ
る
佐
藤
雅
彦
さ
ん（
日
本
認
知
症
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
共
同
代
表
）の
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
が
伝
え
た
い「
20
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」の
一
つ
に

『「
二
重
の
偏
見
」が
私
た
ち
の
力
を
奪
う
』と
い
う
話
が

あ
り
ま
し
た
。『「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
何
も
で
き
な
く

な
る
、
何
も
わ
か
ら
な
く
な
る
」と
い
う
社
会
の
偏
見

は
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
人
自
身
に
も
、
そ
れ
を
信

じ
込
ま
せ
て
し
ま
い
ま
す
』と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私

も
認
知
症
に
対
し
て
負
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
く
、
不
安

を
感
じ
て
い
た
の
は
確
か
で
す
。

　
「
自
分
が
自
分
で
あ
る
こ
と
は
何
に
よ
っ
て
も
失
わ

れ
な
い
」「
人
は
何
が
で
き
な
く
と
も
、
価
値
の
あ
る
尊

い
存
在
で
あ
る
」と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
認
知
症
に

な
っ
て
も
人
間
と
し
て
の
尊
厳
は
失
わ
れ
な
い
、
と
の

話
に
は
、「
○
○
が
で
き
る
」と
い
っ
た
有
用
性
で
他
者

を
評
価
し
が
ち
な
社
会
で
生
活
す
る
者
に
と
っ
て
は
、

改
め
て
人
権
尊
重
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

認
知
症
に
な
る
こ
と
は
、
地
位
も
し
が
ら
み
も
な
い
、

本
当
の
自
分
に
出
会
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ち

ば
ん
大
切
な
こ
と
は
、
今
生
き
て
い
る
こ
と
、
存
在
そ

の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
話
し
を
さ
れ
て
い
る
佐
藤
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、「
佐

藤
さ
ん
っ
て
、
本
当
に
認
知
症
の
当
事
者
な
の
？
」と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
見
え
る
の
も
、
暮
ら
し
の

工
夫
を
色
々
さ
れ
て
い
る
結
果
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
携
帯
電
話
の
メ
モ
機
能
を
活
用
し

備
忘
記
録
を
つ
く
る
。
そ
の
他
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
し
た
り
、
予
定
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
出
か
け
る
30
分
前
に
携
帯
電
話
の
ア
ラ
ー
ム
を

セ
ッ
ト
し
て
お
く
な
ど
、
様
々
な
工
夫
の
う
え
で
現
在

が
あ
る
こ
と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て「
ち
ょ
っ

と
し
た
手
助
け
が
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
楽
し

め
る
」と
い
う
こ
と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
自
立
の
反
対
は
何
で
す
か
」と
問
い
か
け
ら
れ
た

ら
、
な
ん
と
答
え
る
で
し
ょ
う
か
。「
依
存
」「
頼
っ
て

し
ま
う
」と
思
い
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
て「
自

立
の
反
対
は
依
存
で
は
な
い
。
信
頼
で
き
る
依
存
先

を
多
く
持
つ
こ
と
が
、
自
立
に
つ
な
が
る
」と
い
う
こ

と
も
、
重
要
な
視
点
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま

し
た
。
支
援
す
る
側
も『
支
援
す
る
人
』と
い
う
よ
り
も

『
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
』そ
ん
な
人
間
関
係
が
築
け
れ
ば

い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

　
認
知
症
に
対
す
る
偏
見
の
な
い
、
本
人
や
家
族
が
生

き
や
す
い
社
会
、
言
い
換
え
れ
ば「
認
知
症
に
な
り
た

く
な
い“
社
会
”で
は
な
く
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
大
丈

夫
な“
社
会
”」と
は
ど
の
よ
う
な“
社
会
”な
の
か
、
話

し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

Ｊ
Ａ
滋
賀
同
和
対
策
本
部「
み
の
り
」よ
り
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応募方法

出題／ニコリパズル 頭の体操

1 5

 

9

B

14

  

18

  

 

2 6 12 15  

　
D A

2  12 15 19 21

 6 10  

　
C

16 19

シ
B

 

3 7

 
 

13 20   

4

 
B

8

　
A

11  17  

4

 
 

    

E  

1

ユ
6

カ
 A

タ
14

ミ
  

17

ア
  

 

イ
2

ウ
 

カ
12

ウ
 

ツ
 

シ
E A

3

シ
 

オ
9

ド
 

キ
15 18

タ
21

イ
 

ヨ
6 10

ア
 

ブ
B

15

ラ
19

シ
B

 

ニ
4

ク
7

ラ
 

13

ク チ
19

バ
  

シ
4

 
B

8

ム
D

11

シ
 

ロ
16 20

ツ
 

ヤ
5

キ
 

  

ネ
 

ン
 16

ボ ト
 C

ル

Q 色マスの文字をA〜Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

2	

小
玉
や
種
な
し
、四
角
い
物
な
ど
も
あ
る
果
実

5	

縁
も
　
　
も
な
い
人
に
助
け
ら
れ
た

7	

1
1
7
に
電
話
を
か
け
る
と
聞
け
ま
す

9	
ロ
シ
ア
の
酒
の
代
表
格

11	
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
の
底
に
沈
ん
で
い
る
こ
と
も

12	

オ
ラ
ン
ダ
ゼ
リ
と
も
い
う
葉
野
菜

14	

木
な
ど
に
ぽ
っ
か
り
と
開
い
た
空
洞

16	

国
語
、算
数
、理
科
、社
会
な
ど

18	

コ
ン
ニ
ャ
ク
イ
モ
の
生
産
量
日
本
一
の
県

20	

目
上
の
人
に
勧
め
る
席

21	

ア
ン
デ
ス
、プ
リ
ン
ス
と
い
え
ば

➡

 

タ
テ
の
カ
ギ

➡

 ヨコのカギ

1 	もくもくと高く盛り上がる雲
2 	洋風の上履きの一つ
3 	食事作りや掃除、洗濯など
4 	武田信玄から連想される四字熟語
6 	目や鼻や口があります
8 	酔うと赤くなる人も
10 	古い地層から恐竜の　　が見つかった
13 	和風の宿泊施設です
15 	　　より証拠
17 	日本列島をぐるりと取り囲んでいます
19 	歩き過ぎて足の裏にできちゃった

「かぶとむし」
カ ブ ト ム シ

7月号のこたえ
82通でした。

6月号の応募総数

　当選された10名の方については
景品の発送をもって発表にかえさ
せていただきます。
　たくさんのご応募ありがとうご
ざいました。

※クイズにご応募いただきましたハガキに記載の個人情報は、当選者へのプレゼント発送と
「ふれあいプラザ」「お便りコーナー」のみに使用させていただきます。

8月18日金 当日消印有効応募締切

正解者の中から 抽選で10名の方に
「図書カード」	 をプレゼント！

うら

クロスワード
クイズの答え
〒・住所
氏名
年齢

「ふれあい」の感想
及び JA へのご意
見、ご要望、身近
な話題

おもて
米
原
市
宇
賀
野
280
番
地
1

J
A
レ
ー
ク
伊
吹

　
　
　
　「
ふ
れ
あ
い
」係

521 0062切
手

読者のみなさんに広報誌づくりに参加していただき、広報誌をより身近に感じてもらうためのコーナー
『ふれあいプラザ』への投稿記事を募集しています。自薦他薦は問いません。ご採用させていただい
た方にはお礼を差し上げています。どしどしご遠慮なくご応募ください。
●私の地域でこんな行事がありました…
●家の畑で変わった形の大根が採れた…などなど
●地域や団体で行っている活動や行事、
　季節を感じる風景など
●市内で撮影した人やまちの様子を伝える写真

■ハガキ　■メール kouhou@lakeibuki.jas.or.jp
●写真の場合は説明文　●応募者の氏名・住所・電話
●匿名希望等の場合はご連絡ください

広報「ふれあい」への投稿を募集しています。

米
原
市
宇
賀
野
280
番
地
1

J
A
レ
ー
ク
伊
吹

　
　
　
　「
ふ
れ
あ
い
」係

521 0062切
手
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シニア野菜ソムリエ
KAORUのベジタブルライフ

楽しみ方・食べ方のコツ

保存方法

見分け方
ナスのプロフィル
【分類】ナス科
【原産地】インド
【和名】なすび
【おいしい時期（旬）】6〜9月
【主な栄養成分】ナスニン、コリン、カリウム、

ビタミンK、葉酸、食物繊維など
解説：KAORU

ナス 個性豊かな地方品種が古い歴史を物語る

ナスのいろいろ

ナスのヒミツ

ナスのチカラ

イラスト：小林裕美子




